
第134期生の皆さまへ

公式X（旧Twitter）@inyuukai様々な情報を発信中！
ぜひフォローをお願いいたします。

ご卒業おめでとうございます。
今日から院友会の一員です！
益々のご活躍をお祈りいたします

一般財団法人 國學院大學院友会
役職員一同

ホーム
ページ

佐　栁　正　三
針　本　正　行

　本会が取得する個人情報は、講演会、
講習会、研究会、懇親会、コンサート等
の開催のための講師・参加者の特定・通
知、院友会報・図書・物品等の発送、会
員の情報管理、院友会・支部総会および
OB会や同期会を含む諸会合等の案内お
よび連絡、会費の徴収とこれに関する諸
連絡、寄付金の依頼とこれに関する諸連
絡、在学生支援とこれに関して必要とさ
れる連絡・通知のために限って利用する
ものといたします。

住所変更届・異動届のお願い
　本会では、母校校友課と協力し、一人でも多くの院友
の皆さまに情報発信をしていきたいと考えております。
現在、住所が判明している全ての院友の皆さまに、院友
会報をお送りしております。
　結婚・転職・転居などにより、氏名・住所・勤務先などに
変更がございましたら、本会または、母校校友課へお知ら
せください。ホームページからでも変更できます。
※ メールアドレスの登録もお願いいたします。
※ ご登録先がご実家であっても、ご本人が居住
されていない場合は、郵便局から差し戻され
てまいりますので、必ず現住所をご連絡くだ
さい。皆さまのお手元に郵便物が確実に届く
ように、ご協力の程お願い申し上げます。

本会の個人情報の利用目的について

一般公開講演会・院友大会の
お申込・お問合せ先

明治記念館への
アクセス

〒107-8507 東京都
港区元赤坂２-２-23
☎03-3403-1171㈹

●ＪＲ中央・総武線　【信濃町駅】下車、徒歩３分
●地下鉄 銀座線・半蔵門線・大江戸線【青山一丁目駅】下車（２番出口）、徒歩６分
●地下鉄 大江戸線【国立競技場駅】下車（A１出口）、徒歩６分

一般財団法人國學院大學院友会
☎03-3400-7781／ FAX03-3400-7996
inyuukai@kokugakuin.or.jp

　全国の卒業生が集う「院友大会（大同窓会）」を下記のとおり開催いたしま　全国の卒業生が集う「院友大会（大同窓会）」を下記のとおり開催いたしま
す。皆さまお誘いあわせの上、ご参加ください。院友同士、世代を超えて楽しいす。皆さまお誘いあわせの上、ご参加ください。院友同士、世代を超えて楽しい
ひと時をお過ごしください。ひと時をお過ごしください。

～初めての同窓会となる、134期の皆さまのご参加もお待ちしています！～

令和７年度院友大会の様子

備　　考： 会場は、着席ビュッフェ形式を予定しております。院友大会ご出席の方は、
午後４時15分から開催の講演会からご参加いただけます。（別途お申込不要）

日　　時：令和８年５月23日（土）　午後５時30分～７時30分
会　　場：明治記念館「富士の間」（下のアクセスを参照）
会　　費： 10,000円　※132期～134期（新院友：本年３月卒業）の方は5,000円

申込方法： ご参加は、次のいずれかの方法で事前にご登録をお願いいたします。
　　　　　①申込フォーム　②電子メール　③お電話　④ファックス

※ 会費は、事前払込をお願いしております。同封の払込用紙で、必ず事前に払込くだ
さいますようお願い申し上げます。

※ ②③④でお申し込みの場合は、氏名・卒業期・卒業学科・勤務先・役
職・会員番号を明記の上お申込ください。

※ 当日は、出席者名簿（卒業期・卒業学科・氏名・勤務先・役職を記
載）を作成・お配りいたしますのでご了承ください。

　今年の大河ドラマで注目を集めている豊臣氏に　今年の大河ドラマで注目を集めている豊臣氏に
ついてお話しいただきます。どうぞお楽しみに！ついてお話しいただきます。どうぞお楽しみに！
　皆さまのご参加をお待ちしております。　皆さまのご参加をお待ちしております。

『秀吉兄弟と豊臣政権』『秀吉兄弟と豊臣政権』

令和８年  一般公開講演会 開催のお知らせ 令和８年
國學院大學院友大会
開催のお知らせ

日　　時：令和８年５月23日（土）　午後４時15分～５時15分
講　　師： 矢部健太郎先生（國學院大學文学部教授／103史・
　　　　　105博前史・108博後史・112博後史）
会　　場：明治記念館「蓬莱の間」（下のアクセスを参照）
定　　員：300名（事前予約制）　　
聴 講 料：無料
申込方法： 聴講ご希望の方は、次のいずれかの方法で事前にお申込をお願いいたします。
　　　　　①申込フォーム　②電子メール　③お電話　④ファックス

備　　考： 院友大会ご出席の方は、講演会参加の事前申込は不要です。

※ ②③④でお申し込みの場合は、郵便番号・住所・氏名・卒業期と卒業学
科・会員番号（卒業生の場合）・電話番号を明記の上お申込ください。

申込フォーム

申込フォーム

　本年３月、協力団体として新たに「國學院大學院友観まち会」　本年３月、協力団体として新たに「國學院大學院友観まち会」
が発足予定です。観光まちづくり学部卒業の皆さん、卒業後も繋が発足予定です。観光まちづくり学部卒業の皆さん、卒業後も繋
がりを大切に、研鑽を重ねてまいりましょう！がりを大切に、研鑽を重ねてまいりましょう！

祝 ご卒業！祝 ご卒業！
第134期生の皆さま、院友会にようこそ第134期生の皆さま、院友会にようこそ

▶院友会館のご案内 
　同窓会活動の拠点である「院友会館」は、渋谷キャンパス内　同窓会活動の拠点である「院友会館」は、渋谷キャンパス内
/120周年記念１号館の南側にあります。多目的ホールや会議室/120周年記念１号館の南側にあります。多目的ホールや会議室
などを備えており、同期会やクラス会など様々なシチュエーショなどを備えており、同期会やクラス会など様々なシチュエーショ
ンでご活用いただいておりますンでご活用いただいております。。皆さまも皆さまも、、ぜひご利用くださいぜひご利用ください。。

▶院友会の組織 
　國學院大學の卒業生（院友）が本会の会員です（本会定款第　國學院大學の卒業生（院友）が本会の会員です（本会定款第
５条による）。現在の院友の総数は、169,000名を超えておりま５条による）。現在の院友の総数は、169,000名を超えておりま
す。全ての都道府県に全57の支部、志を同じくする４つの協力す。全ての都道府県に全57の支部、志を同じくする４つの協力
団体もあり、会員相互の親睦や交流、社会貢献事業も行っており団体もあり、会員相互の親睦や交流、社会貢献事業も行っており
ます。ます。

▶院友会の目的と事業 
　本会は、國學院大學の設立の趣旨を発揮し、会の発展と國學院　本会は、國學院大學の設立の趣旨を発揮し、会の発展と國學院
大學の隆昌に寄与することを目的としております。國學院大學の大學の隆昌に寄与することを目的としております。國學院大學の
学生支援が主たる目的の「育成事業」を始めとした社会貢献事業学生支援が主たる目的の「育成事業」を始めとした社会貢献事業
や、第一の目的である「同窓会事業」、など様々な事業を行ってや、第一の目的である「同窓会事業」、など様々な事業を行って
おります。おります。
　院友の皆さまには、同窓会報である「院友会報」を通して、母　院友の皆さまには、同窓会報である「院友会報」を通して、母
校及び本会の活動をお伝えしております。（年３回発行）校及び本会の活動をお伝えしております。（年３回発行）

▶院友会とは 
　國學院大學の同窓会組織です。國學院大學の卒業生を【院友
（いんゆう）】と言います。
　正式名称は、『一般財団法人國學院大學院友会』です。明治15　正式名称は、『一般財団法人國學院大學院友会』です。明治15
（1882）年に國學院大學の前身である皇典講究所が設立され、同（1882）年に國學院大學の前身である皇典講究所が設立され、同
20（1887）年にその初期の卒業生が「水穂会（みずほかい）」と20（1887）年にその初期の卒業生が「水穂会（みずほかい）」と
いう同窓会を結成したのが原点です。いう同窓会を結成したのが原点です。
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さ
ん
と
、
既

存
の
学
部
の
皆
さ
ん
と
の
新
し
い
交
流
や
繋
が
り
が

存
の
学
部
の
皆
さ
ん
と
の
新
し
い
交
流
や
繋
が
り
が

生
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
「
國
學
院
で
の

生
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
「
國
學
院
で
の

学
び
」
が
造
り
あ
げ
ら
れ
た
も
の
と
確
信
し
て
お
り

学
び
」
が
造
り
あ
げ
ら
れ
た
も
の
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
新
た
な
創
造
は
、
様
々
な
角
度
か
ら
社

ま
す
。
こ
の
新
た
な
創
造
は
、
様
々
な
角
度
か
ら
社

会
に
貢
献
し
得
る
人
材
を
育
成
し
、
こ
れ
ま
で
以
上

会
に
貢
献
し
得
る
人
材
を
育
成
し
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
各
方
面
か
ら
の
要
請
に
応
え
る
、
今
の
國
學
院
大

に
各
方
面
か
ら
の
要
請
に
応
え
る
、
今
の
國
學
院
大

學
の
姿
で
あ
る
と
感
慨
深
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

學
の
姿
で
あ
る
と
感
慨
深
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

ご
ざ
い
ま
す
。

　

学
長
は
、
皆
さ
ん
の
入
学
式
の
告
辞
の
中
で
、

　

学
長
は
、
皆
さ
ん
の
入
学
式
の
告
辞
の
中
で
、

『
既
存
の
〝
知
〞
を
問
い
直
し
、
新
た
な
〝
知
〞
を

『
既
存
の
〝
知
〞
を
問
い
直
し
、
新
た
な
〝
知
〞
を

創
造
す
る
こ
と
が
大
事
。
と
も
に
学
び
の
道
を
歩
い

創
造
す
る
こ
と
が
大
事
。
と
も
に
学
び
の
道
を
歩
い

て
い
こ
う
』
と
お
話
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
メ
ッ

て
い
こ
う
』
と
お
話
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
聞
き
に
な
り
、
皆
さ
ん
の
大
学
生
生
活

セ
ー
ジ
を
お
聞
き
に
な
り
、
皆
さ
ん
の
大
学
生
生
活

は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
ご
自
身
の
中
で
、

は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
ご
自
身
の
中
で
、

目
標
を
十
分
に
達
成
さ
れ
た
と
い
う
方
、
未
だ
途
半

目
標
を
十
分
に
達
成
さ
れ
た
と
い
う
方
、
未
だ
途
半

ば
で
こ
れ
か
ら
も
研
鑽
を
続
け
ら
れ
る
方
な
ど
、
そ

ば
で
こ
れ
か
ら
も
研
鑽
を
続
け
ら
れ
る
方
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
「
新
た

れ
ぞ
れ
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
「
新
た

な
〝
知
〞
を
創
造
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
今
、
こ

な
〝
知
〞
を
創
造
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
今
、
こ

の
会
場
に
お
ら
れ
る
全
て
の
人
、
い
や
、
こ
の
世
に

の
会
場
に
お
ら
れ
る
全
て
の
人
、
い
や
、
こ
の
世
に

生
を
受
け
て
い
る
全
て
の
人
々
が
、
永
久
に
取
り
組

生
を
受
け
て
い
る
全
て
の
人
々
が
、
永
久
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
終
わ

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
終
わ

り
が
無
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

り
が
無
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
過
程
と
し
て
過
ご
さ
れ
た
大
学
生
生
活
の
中

　

そ
の
過
程
と
し
て
過
ご
さ
れ
た
大
学
生
生
活
の
中

で
、
皆
さ
ん
は
多
く
の
こ
と
に
挑
戦
し
、
成
長
を
遂

で
、
皆
さ
ん
は
多
く
の
こ
と
に
挑
戦
し
、
成
長
を
遂

げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
皆
さ
ん
を
支
え
て

げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
皆
さ
ん
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
と
思

く
だ
さ
っ
た
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
ご
家
族
、
そ
し
て
恩
師
や
友
人
な
ど
、
皆

い
ま
す
。
ご
家
族
、
そ
し
て
恩
師
や
友
人
な
ど
、
皆

さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
人
と
人
の
繋

さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
人
と
人
の
繋

が
り
の
大
切
さ
と
い
う
も
の
も
実
感
し
た
は
ず
で

が
り
の
大
切
さ
と
い
う
も
の
も
実
感
し
た
は
ず
で

す
。
こ
れ
は
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
宝
物
で
す
。

す
。
こ
れ
は
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
宝
物
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
様
々
な
出
来
事

　

こ
れ
か
ら
先
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
様
々
な
出
来
事

に
遭
遇
し
、
様
々
な
想
い
を
抱
く
時
が
必
ず
訪
れ
ま

に
遭
遇
し
、
様
々
な
想
い
を
抱
く
時
が
必
ず
訪
れ
ま

す
。
道
に
迷
い
そ
う
に
な
っ
た
時
は
、
母
校
を
、
國

す
。
道
に
迷
い
そ
う
に
な
っ
た
時
は
、
母
校
を
、
國

學
院
大
學
で
過
ご
し
た
時
間
を
、
そ
し
て
仲
間
や
恩

學
院
大
學
で
過
ご
し
た
時
間
を
、
そ
し
て
仲
間
や
恩

師
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
必
ず
や
、
そ
の
答
え

師
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
必
ず
や
、
そ
の
答
え

を
皆
さ
ん
に
教
え
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

を
皆
さ
ん
に
教
え
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　

今
日
の
卒
業
と
い
う
日
は
、皆
さ
ん
に
と
っ
て
一

　

今
日
の
卒
業
と
い
う
日
は
、皆
さ
ん
に
と
っ
て
一

つ
の
区
切
り
で
あ
る
と
同
時
に
、新
し
い
人
生
の
始

つ
の
区
切
り
で
あ
る
と
同
時
に
、新
し
い
人
生
の
始

ま
り
で
す
。こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い
て
も
、國
學
院

ま
り
で
す
。こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い
て
も
、國
學
院

大
學
卒
業
の
誇
り
を
胸
に
、学
び
続
け
る
姿
勢
を
忘

大
學
卒
業
の
誇
り
を
胸
に
、学
び
続
け
る
姿
勢
を
忘

れ
ず
、人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
、社
会
に
貢
献

れ
ず
、人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
、社
会
に
貢
献

す
る
人
材
と
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

す
る
人
材
と
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
無
事
大
学
生
生
活
を
終
え
、
今
日
を
迎

　

最
後
に
、
無
事
大
学
生
生
活
を
終
え
、
今
日
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
、
改
め
て
「
心
か
ら
、
お
め

え
ら
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
、
改
め
て
「
心
か
ら
、
お
め

で
と
う
」
と
申
し
上
げ
、
祝
辞
と
い
た
し
ま
す
。

で
と
う
」
と
申
し
上
げ
、
祝
辞
と
い
た
し
ま
す
。

祝
　
辞

一
般
財
団
法
人 

國
學
院
大
學
院
友
会

　
　
　
　
　
　
　
　
会
長 

𠮷
田 

茂
穗
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／
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令
和
七
年
度
の
「
國
學
院

　

令
和
七
年
度
の
「
國
學
院

の
古
典
・
二
十
七
回
目
」

の
古
典
・
二
十
七
回
目
」

（
共
催
／
院
友
学
術
振
興
会

（
共
催
／
院
友
学
術
振
興
会

・
本
会
）
が
本
年
一
月
二
十

・
本
会
）
が
本
年
一
月
二
十

八
日
（
水
）
か
ら
三
十
一
日

八
日
（
水
）
か
ら
三
十
一
日

（
土
）
ま
で
院
友
会
館
で
行

（
土
）
ま
で
院
友
会
館
で
行

わ
れ
た
。
本
講
座
は
毎
回
様

わ
れ
た
。
本
講
座
は
毎
回
様

々
な
分
野
で
活
躍
す
る
講
師

々
な
分
野
で
活
躍
す
る
講
師

陣
（
國
學
院
大
學
で
学
位
授

陣
（
國
學
院
大
學
で
学
位
授

与
）
を
お
招
き
し
て
い
る
。

与
）
を
お
招
き
し
て
い
る
。

今
回
は
「
上
代
文
学
」「
古
事

今
回
は
「
上
代
文
学
」「
古
事

記
」「
神
道
学
」「
中
国
文
学
」

記
」「
神
道
学
」「
中
国
文
学
」

「
源
氏
物
語
」「
民
俗
学
」「
中

「
源
氏
物
語
」「
民
俗
学
」「
中

古
文
学
」
を
テ
ー
マ
に
八
講

古
文
学
」
を
テ
ー
マ
に
八
講

座
、
延
べ
四
百
九
十
一
名
の

座
、
延
べ
四
百
九
十
一
名
の

参
加
が
あ
っ
た
。
会
場
で

参
加
が
あ
っ
た
。
会
場
で

あ
る
演
技
で
、
出
席
者
を
魅
了
し
た
。

あ
る
演
技
で
、
出
席
者
を
魅
了
し
た
。

熱
い
勢
い
の
ま
ま
全
員
で
「
校
歌
」
を

熱
い
勢
い
の
ま
ま
全
員
で
「
校
歌
」
を

斉
唱
、
今
井
亮
副
会
長
の
挨
拶
で
閉
会

斉
唱
、
今
井
亮
副
会
長
の
挨
拶
で
閉
会

と
な
っ
た
。
な
お
、
当
日
の
出
席
者
は

と
な
っ
た
。
な
お
、
当
日
の
出
席
者
は

約
百
四
十
名
で
あ
っ
た
。

約
百
四
十
名
で
あ
っ
た
。

　

恒
例
の
新
年
院
友
交
歓
会
が
、
一
月

　

恒
例
の
新
年
院
友
交
歓
会
が
、
一
月

二
十
四
日
（
土
）
十
七
時
か
ら
、
院
友

二
十
四
日
（
土
）
十
七
時
か
ら
、
院
友

会
館
Ｂ
１
Ｆ
大
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催

会
館
Ｂ
１
Ｆ
大
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催

さ
れ
た
。
川
津
浩
一
常
務
理
事
代
行
の

さ
れ
た
。
川
津
浩
一
常
務
理
事
代
行
の

司
会
で
ス
タ
ー
ト
、
佐
藤
美
穗
副
会
長

司
会
で
ス
タ
ー
ト
、
佐
藤
美
穗
副
会
長

の
開
会
の
挨
拶
の
後
、
一
同
で
国
歌
を

の
開
会
の
挨
拶
の
後
、
一
同
で
国
歌
を

斉
唱
。
𠮷
田
茂
穗
会
長
が
登
壇
し
、
各

斉
唱
。
𠮷
田
茂
穗
会
長
が
登
壇
し
、
各

部
会
の
活
躍
と
特
に
陸
上
競
技
部
の
箱

部
会
の
活
躍
と
特
に
陸
上
競
技
部
の
箱

根
駅
伝
総
合
二
位
の
好
成
績
を
祝
福
、

根
駅
伝
総
合
二
位
の
好
成
績
を
祝
福
、

喜
び
を
述
べ
る
と
と
も
に
、「
母
校
と

喜
び
を
述
べ
る
と
と
も
に
、「
母
校
と

院
友
会
の
更
な
る
飛
躍
の
年
に
し
て
い

院
友
会
の
更
な
る
飛
躍
の
年
に
し
て
い

き
た
い
」
と
挨
拶
を
述
べ
た
。

き
た
い
」
と
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

引
き
続
き
、
母
校
佐
栁
正
三
理
事
長

　

引
き
続
き
、
母
校
佐
栁
正
三
理
事
長

と
針
本
正
行
学
長
が
そ
れ
ぞ
れ
登
壇
、

と
針
本
正
行
学
長
が
そ
れ
ぞ
れ
登
壇
、

「
今
年
も
教
職
員
一
同
力
を
結
集
し
て

「
今
年
も
教
職
員
一
同
力
を
結
集
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
、
そ
し
て
様
々
な
分

取
り
組
ん
で
い
く
、
そ
し
て
様
々
な
分

野
で
活
躍
を
し
て
い
る
学
生
た
ち
を
称

野
で
活
躍
を
し
て
い
る
学
生
た
ち
を
称

え
、
院
友
の
皆
さ
ま
に
は
更
な
る
お
力

え
、
院
友
の
皆
さ
ま
に
は
更
な
る
お
力

添
え
を
お
願
い
し
た
い
」
と
祝
辞
を
い

添
え
を
お
願
い
し
た
い
」
と
祝
辞
を
い

た
だ
い
た
。

た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
、
佐
栁
理
事
長
、
針
本
学

　

そ
の
後
、
佐
栁
理
事
長
、
針
本
学

長
、
若
木
育
成
会
半
田
り
え
子
会
長
、

長
、
若
木
育
成
会
半
田
り
え
子
会
長
、

本
会
𠮷
田
会
長
が
揃
っ
て
前
へ
進
み
、

本
会
𠮷
田
会
長
が
揃
っ
て
前
へ
進
み
、

明
治
神
宮
ご
寄
贈
の
樽
酒
を
大
き
な
掛

明
治
神
宮
ご
寄
贈
の
樽
酒
を
大
き
な
掛

け
声
と
と
も
に
鏡
開
き
、
会
場
は
大
き

け
声
と
と
も
に
鏡
開
き
、
会
場
は
大
き

な
拍
手
に
つ
つ
ま
れ
た
。

な
拍
手
に
つ
つ
ま
れ
た
。

　

宴
半
ば
に
は
、
本
会
の
「
学
術
・
ス

　

宴
半
ば
に
は
、
本
会
の
「
学
術
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
資
金
制
度
」
で
応
援
し
て

ポ
ー
ツ
振
興
資
金
制
度
」
で
応
援
し
て

い
る
対
象
団
体
の
監
督
、
学
生
が
登
壇

い
る
対
象
団
体
の
監
督
、
学
生
が
登
壇

し
、
今
年
の
抱
負
と
大
会
な
ど
の
活
動

し
、
今
年
の
抱
負
と
大
会
な
ど
の
活
動

報
告
を
行
う
と
、
会
場
か
ら
は
大
き
な

報
告
を
行
う
と
、
会
場
か
ら
は
大
き
な

激
励
の
声
が
か
け
ら
れ
た
。

激
励
の
声
が
か
け
ら
れ
た
。

　

会
の
締
め
く
く
り
は
、
國
學
院
大
學

　

会
の
締
め
く
く
り
は
、
國
學
院
大
學

全
學
應
援
團
に
よ
る
特
別
リ
ー
ダ
ー
公

全
學
應
援
團
に
よ
る
特
別
リ
ー
ダ
ー
公

開
が
威
勢
よ
く
行
わ
れ
、「
神
主
小

開
が
威
勢
よ
く
行
わ
れ
、「
神
主
小

唄
」「
応
援
歌
」
を
披
露
、
そ
の
迫
力

唄
」「
応
援
歌
」
を
披
露
、
そ
の
迫
力

笑
顔
、笑
い
声
で
賑
わ
っ
た
新
年
院
友
交
歓
会

二ノ宮靖史
今野　道裕

中  村  彰  伸
祝・ご卒業
第134期のみなさんへ

今年も賑わいを見せた新年院友交歓会

珍
し
い
楽
器
の
コ
ラ
ボ
で
来
場
者
を
魅
了
し
た
コ
ン
サ
ー
ト

　

昨
年
十
二
月
十
三
日

　

昨
年
十
二
月
十
三
日

（
土
）
十
四
時
か
ら
本
年
度

（
土
）
十
四
時
か
ら
本
年
度

二
回
目
と
な
る
「
院
友
会
館

二
回
目
と
な
る
「
院
友
会
館

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
院

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
院

友
会
館
１
Ｆ
ロ
ビ
ー
で
開
催

友
会
館
１
Ｆ
ロ
ビ
ー
で
開
催

さ
れ
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は

さ
れ
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は

「
二
胡
・
揚
琴
・
パ
ー
カ
ッ

「
二
胡
・
揚
琴
・
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
コ
ラ
ボ
〜
『
幻
想

シ
ョ
ン
の
コ
ラ
ボ
〜
『
幻
想

的
空
間
へ
の
誘
い
』」。
異
な

的
空
間
へ
の
誘
い
』」。
異
な

る
楽
器
が
絶
妙
に
混
ざ
り
合

る
楽
器
が
絶
妙
に
混
ざ
り
合

い
、
曲
ご
と
に
主
張
す
る
楽

い
、
曲
ご
と
に
主
張
す
る
楽

器
の
音
色
、
リ
ズ
ム
感
を
楽

器
の
音
色
、
リ
ズ
ム
感
を
楽

し
ん
だ
。
来
館
者
か
ら
は
、

し
ん
だ
。
来
館
者
か
ら
は
、

好
評
の
声
が
多
数
聞
か
れ

好
評
の
声
が
多
数
聞
か
れ

た
。
次
回
も
お
楽
し
み
に
。

た
。
次
回
も
お
楽
し
み
に
。

※※  

本
企
画
の
告
知
は
、
本
会

本
企
画
の
告
知
は
、
本
会

Ｈ
Ｐ
な
ど
で
案
内
し
て
お

Ｈ
Ｐ
な
ど
で
案
内
し
て
お

り
ま
す
。

り
ま
す
。

第
三
十
四
回

第
三
十
四
回  

  

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

報 告

も
っ
と
日
本
を
学
ぼ
う

も
っ
と
日
本
を
学
ぼ
う

―
公
益
目
的
事
業
・
全
国
で
開
催
し
て
い
ま
す
―

―
公
益
目
的
事
業
・
全
国
で
開
催
し
て
い
ま
す
―

　

新
年
度
も
、
各
支
部
主
管
で
様
々
な
公
益
事
業
が
行
わ
れ

　

新
年
度
も
、
各
支
部
主
管
で
様
々
な
公
益
事
業
が
行
わ
れ

ま
す
。
現
在
、
開
催
が
決
定
し
て
お
り
ま
す
企
画
を
ご
案
内

ま
す
。
現
在
、
開
催
が
決
定
し
て
お
り
ま
す
企
画
を
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
後
、
複

い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
後
、
複

数
支
部
で
一
般
公
開
講
演
会
等
の
計
画
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

数
支
部
で
一
般
公
開
講
演
会
等
の
計
画
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
期
待
下
さ
い
。

ご
期
待
下
さ
い
。  

（
一
般
公
開
講
演
会
・
入
場
無
料
）

（
一
般
公
開
講
演
会
・
入
場
無
料
）

報 告

公
開
講
座

公
開
講
座  

國
學
院
の
古
典

國
學
院
の
古
典  

開
催
開
催
は
、
熱
心
に
聞
き
入
る
光
景

は
、
熱
心
に
聞
き
入
る
光
景

が
見
ら
れ
、「
更
に
教
養
を

が
見
ら
れ
、「
更
に
教
養
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

の
高
い
評
価
を
い
た
だ
い

の
高
い
評
価
を
い
た
だ
い

た
。
来
年
度
も
開
催
を
予
定

た
。
来
年
度
も
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。

し
て
い
る
。

「
源
氏
物
語
」を
講
義
す
る

竹
内
正
彦
先
生

　

令
和
七
年
十
一
月
二
十
二

　

令
和
七
年
十
一
月
二
十
二

日
（
土
）、
支
部
設
立
二
十

日
（
土
）、
支
部
設
立
二
十

周
年
の
特
別
記
念
講
演
会
を

周
年
の
特
別
記
念
講
演
会
を

母
校
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
開
催

母
校
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
開
催

し
た
。
講
師
に
は
、
雅
楽
師

し
た
。
講
師
に
は
、
雅
楽
師

の
東
儀
秀
樹
氏
を
お
迎
え

の
東
儀
秀
樹
氏
を
お
迎
え

し
、「
日
本
の
誇
り
、
雅
楽

し
、「
日
本
の
誇
り
、
雅
楽

の
宇
宙
観
と
可
能
性
」
と
題

の
宇
宙
観
と
可
能
性
」
と
題

し
て
講
演
い
た
だ
い
た
。
雅

し
て
講
演
い
た
だ
い
た
。
雅

楽
の
歴
史
的
背
景
や
笙
、
篳

楽
の
歴
史
的
背
景
や
笙
、
篳

篥
、
笛
の
紹
介
が
あ
り
、
ご

篥
、
笛
の
紹
介
が
あ
り
、
ご

子
息
の
東
儀
典
親
氏
と
共
に

子
息
の
東
儀
典
親
氏
と
共
に

「
越
天
楽
」「
浜
辺
の
歌
」

「
越
天
楽
」「
浜
辺
の
歌
」

が
演
奏
さ
れ
た
。
最
後
は

が
演
奏
さ
れ
た
。
最
後
は

「
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
ラ
プ
ソ
デ

「
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
ラ
プ
ソ
デ

ィ
」
を
熱
演
し
た
。
幅
広
い

ィ
」
を
熱
演
し
た
。
幅
広
い

方
々
の
聴
講
が
あ
り
、
日
本

方
々
の
聴
講
が
あ
り
、
日
本

の
伝
統
文
化
「
雅
楽
」
に
触

の
伝
統
文
化
「
雅
楽
」
に
触

れ
、
そ
の
魅
力
を
体
感
し
た

れ
、
そ
の
魅
力
を
体
感
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。

雅楽の魅力を語ってくれた東儀氏

「
東
儀
秀
樹
氏
・
特
別
記
念
講
演
会
を
開
催

「
東
儀
秀
樹
氏
・
特
別
記
念
講
演
会
を
開
催
」」

  

東
京
都
二
十
三
区
支
部

報 告

　國學院大學院友会は儀礼文化学会と共催で、令和８年度も「生
活芸術講座」を開催いたします。院友のみなさまをはじめ、広く
一般の方にも是非ご参加いただき、「日本文化の形と心」を考え
る機会として頂きたいと思います。内容は下記のとおりです。ぜ
ひお申し込みください。

● 日程　 令和９年１月11日（月・祝）14：00～16：00

● 定員　 50名（予定）

● 受講料　 3,000円（税込）
「國學院大學学生／大学院生1,500円（税込）」

● 分野／講師　 ［神道］西岡　和彦　先生
（國學院大學神道文化学部教授）
「幸魂奇魂について－垂加神道と国学の神学から－」

－生活芸術講座－

－風土記を読む－
～出雲國風土記を読んでいきます～

第９期
全10回予定

● 講　師　谷
た に

口
ぐ ち

　雅
ま さ

博
ひ ろ

 先生【國學院大學文学部長・教授】

　今から約1300年前の奈良時代に、朝廷は諸国に命じて国情報
告文書の提出を命じました。それらの文書は後に「風土記」と総
称されるようになり、まとまった内容を持つ五ヶ国のものと、断
片的に残された多くの国の「逸文」が現在に伝わっています。
　この講座では継続してその「風土記」を読み進めています。
　今年度は『出雲国風土記』飯石郡講読の続きからとなります。

●  受講料　 16,500円（税込）／メンバーズカード提示者・前回受
講者14,850円（税込）

● 会場　國學院大學院友会館
● 開催時間　13：30～15：00

● 開催日　 ①５月11日　②６月８日　③７月13日
④９月14日　⑤10月５日　⑥11月９日　
⑦12月14日　⑧令和９年１月18日　⑨２月８日
⑩３月15日　※各回月曜日（４月・８月は開催いたしません）

《講座のご案内》

【
開
催
日
】

【
開
催
日
】九
月
五
日
（
土
）

九
月
五
日
（
土
）

【
講
師
】

【
講
師
】  矢
部
健
太
郎
氏
（

矢
部
健
太
郎
氏
（
103103
史
・
史
・
105105
博
前
史
・

博
前
史
・
108108
博
後
史
・

博
後
史
・

112112
博
後
史
／
國
學
院
大
學
文
学
部
教
授
）

博
後
史
／
國
學
院
大
學
文
学
部
教
授
）

【
会
場
】

【
会
場
】静
岡
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー「
あ
ざ
れ
あ
」（
静
岡
市
）

静
岡
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー「
あ
ざ
れ
あ
」（
静
岡
市
）

予

告

静
岡
県
中
部
支
部

【
開
催
日
】

【
開
催
日
】八
月
二
日
（
日
）

八
月
二
日
（
日
）

【
講
師
】

【
講
師
】前
田
康
弘
氏
（
國
學
院
大
學
陸
上
競
技
部
監
督
）

前
田
康
弘
氏
（
國
學
院
大
學
陸
上
競
技
部
監
督
）

【
会
場
】

【
会
場
】Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル
（
長
野
市
）

Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル
（
長
野
市
）

長
野
県
支
部

予

告

【
開
催
日
】

【
開
催
日
】七
月
十
八
日
（
土
）

七
月
十
八
日
（
土
）

【
講
師
】

【
講
師
】鳥
山
泰
孝
氏（

鳥
山
泰
孝
氏（
106106
法
／
國
學
院
大
學
硬
式
野
球
部
監
督
）

法
／
國
學
院
大
學
硬
式
野
球
部
監
督
）

【
会
場
】

【
会
場
】Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松
山
（
松
山
市
）

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松
山
（
松
山
市
）

愛
媛
県
支
部

予

告

【
開
催
日
】

【
開
催
日
】七
月
十
二
日
（
日
）

七
月
十
二
日
（
日
）

【
講
師
】

【
講
師
】  矢
部
健
太
郎
氏
（

矢
部
健
太
郎
氏
（
103103
史
・
史
・
105105
博
前
史
・

博
前
史
・
108108
博
後
史
・

博
後
史
・

112112
博
後
史
／
國
學
院
大
學
文
学
部
教
授
）

博
後
史
／
國
學
院
大
學
文
学
部
教
授
）

【
会
場
】

【
会
場
】鶴
岡
八
幡
宮
直
会
殿
（
鎌
倉
市
）

鶴
岡
八
幡
宮
直
会
殿
（
鎌
倉
市
）

神
奈
川
県
支
部

予

告

※※  

現
在
、
調
整
中
の
事
業
も
あ
り
、
今
後
変
更
の
可
能
性
も

現
在
、
調
整
中
の
事
業
も
あ
り
、
今
後
変
更
の
可
能
性
も

ご
ざ
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ご
ざ
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　　

  

詳
細
等
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
院
友
会
事
務
局
ま
で
お
願

詳
細
等
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
院
友
会
事
務
局
ま
で
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
☎
〇
三
‐
三
四
〇
〇
‐
七
七
八
一

い
い
た
し
ま
す
。
☎
〇
三
‐
三
四
〇
〇
‐
七
七
八
一
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こ
の
た
び
受
章
、
当
選
等

の
ご
連
絡
を
頂
き
ま
し
た
。

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
、

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。（
令
和
七

年
十
一
月
以
降
か
ら
の
掲
載

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。）

■
叙
勲
・
褒
章

☆
瑞
宝
小
綬
章（
令
和
七
年
四
月
）

倉
科
繁
登
氏
（
く
ら
し
な
・

し
げ
と
／
68
文
）

☆
瑞
宝
双
光
章（
令
和
七
年
九
月
）

岡
村
吉
明
氏
（
お
か
む
ら
・

よ
し
あ
き
／
68
史
）

☆
黄
綬
褒
章（
令
和
七
年
十
一
月
）

大
鎌
　
博
氏
（
お
お
が
ま
・

ひ
ろ
し
／
82
文
）

■
当
選

☆
衆
議
院
議
員

石
川
昭
政
氏
（
い
し
か
わ
・

あ
き
ま
さ
／
103
神
・
106
博
前

神
）

☆
広
島
県
議
会
議
員

水
口
弘
士
氏
（
み
ず
ぐ
ち
・

こ
う
じ
／
105
法
）

☆
三
豊
市
長

山
下
昭
史
氏
（
や
ま
し
た
・

あ
き
し
／
98
経
）

☆
埼
玉
県
神
川
町
長

桜
沢
　
晃
氏
（
さ
く
ら
ざ
わ

・
あ
き
ら
／
89
経
）

☆
富
山
県
立
山
町
議
会
議
員

堀
田
　
努
氏
（
ほ
り
た
・
つ

と
む
／
89
経
）

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す



祝・ご卒業
第134期のみなさんへ
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院 友 会 全 国 支 部 長 一 覧院 友 会 全 国 支 部 長 一 覧

①前
ま え

田
だ

　豊
ゆたか

・86史
②旭川市忠和六条6丁目3-17
③0166-62-7552
④星槎国際高等学校校長
⑤酒井智章・111日文
⑥ 0166-39-2700 
（旭川龍谷高校）
⑦ inyukaidouhoku@yahoo.co.jp
⑧ ６月20日（土）／
　花月会館（旭川市）
⑨ ご卒業おめでとうございま
す。院友としての誇りと自覚
をもって各分野で活躍され
ますことを願っています。

⑩ 道北支部の皆さま、寒い日が
続いていますが、お変わりご
ざいませんか。支部総会での
再会を楽しみにしています。

北海道道北北海道道北

①菊
き く

池
ち

　吉
よ し

郎
ろ う

・84神専攻
②釧路市米町1-3-18
③ 0154-41-4485（厳島神社）
④厳島神社宮司
⑤村井一介・108神
⑥0157-23-4405（北見神社）
⑦ kitamikitami0901@gmail.com
⑧９月末頃予定
⑨ ご卒業おめでとうございます。國
學院大學を卒業され、新しい人生
への船出ですね。國學院で学んだ
ことを実社会にて活かし、大いに
力を発揮してください。

⑩ 昨年より支部長を仰せつか
りました。本年も秋に支部
総会、懇親会の開催を予定
しています。多くの支部員の
ご参加をお待ちしています。

北海道道東北海道道東

①間
ま

島
じま

　誉
よ

史
し

秀
ひで

・89神専攻
② 札幌市中央区宮ヶ丘474 
北海道神宮

③ 011-611-0261 
（北海道神宮）
④北海道神宮宮司
⑤須田真矢・106神2
⑥ 011-611-0261（北海道神宮）
⑧ ４月18日（土）／札幌グ
ランドホテル（札幌市）

⑨ ご卒業おめでとうございます。
134期新院友としての誇りを
持ち、大いに飛躍されますこと
をお祈りいたします。

⑩ 本年も総会並びに懇親会の
開催を予定しております。会
員の皆さまにお会いできる
日を楽しみにしております。

北海道道央北海道道央

①支
ふ り が な

部長名・卒業期
②住所
③電話番号
④現職
⑤事務局氏名・卒業期
⑥事務局電話番号
⑦ 支部のＵＲＬまたは 
メールアドレス

⑧支部総会について
⑨ 支部長から134期生へ　
お祝いメッセージ

⑩支部会員へのメッセージ

支 部 名支 部 名

支部長支部長
顔写真顔写真

①川
か わ

見
み

　順
よ り

春
は る

・86神
② 函館市谷地頭町2-5
函館八幡宮

③0138-22-3636
④函館八幡宮宮司
⑤伊部宗博・104神2
⑥ 0138-57-8282
（湯倉神社）
⑦ capkawami@gmail.com
⑧ 開催に向けて検討中
⑨ 卒業おめでとう。そして院友
会へようこそ。まずは住まう
処の院友会事務局に連絡を。
共に明るく前進しよう。

⑩ 道南支部の皆さま、お元気です
か。本年度もどうぞよろしくお
願いいたします。親睦を深める
企画を思案中。アイデア乞う。

北海道道南北海道道南

①木
き

村
む ら

　正
ま さ

範
の り

・80文
② 西津軽郡鰺ヶ沢町舞戸町
字上富田148
③0173-72-2462
④正八幡宮宮司
⑤齋藤和麻・92神
⑥ 0173-35-1301（神明宮）
⑧ ９月５日（土）／
　アラスカ（青森市）
⑨ ご卒業おめでとうございま
す。学んだことを活かし、目
指す道を歩んでください。院
友は各地で待っています。

⑩ 今年の支部総会は青森市
で開催予定です。大勢の
皆さまの参加を願ってお
ります。お会いできるこ
とを楽しみに！

青 森 県青 森 県

①鈴
す ず

木
き

　惠
し げ

治
は る

・74史
②盛岡市高松3-13-8
③019-662-0372
⑤佐藤辰吾・100文2
⑥ 019-622-2061 
（櫻山神社）
⑦ shigeharu-gunsou@kxa.
biglobe.ne.jp

⑧ ７月４日（土）／ホテルニ
ューカリーナ（盛岡市）
⑨ 院友の絆を大切に、時には
母校を思い出し、母校で培
った力を生きる糧として
社会に貢献してください。

⑩ 支部会報を５月に発刊し
ます。寄稿を歓迎します。
６月に懇親会を開催しま
す。ぜひ参加してください。

岩 手 県岩 手 県

①鍵
か ぎ

　三
み つ

夫
お

・81神
② 塩竈市一森山1-1 
志波彦神社・鹽竈神社
③ 022-367-1611 
（志波彦神社・鹽竈神社）
④ 志波彦神社・鹽竈神社
名誉宮司
⑤三品博隆・113神専攻
⑥ 022-367-1611 
（志波彦神社・鹽竈神社）
⑧ ６月予定／会場未定
⑨ ご卒業おめでとう。常に
向上心を持ち、大きな目
標に向かって、これから
も邁進してください。
⑩ 支部総会で会員の皆さま
にお会いできる日を楽し
みにしております。

宮 城 県宮 城 県

①二
に

階
か い

堂
ど う

　衛
まもる

・95神
②横手市増田町増田字月山11
③0182-45-3006
④月山神社宮司
⑤小笠原千賀子・100神
⑥0185-58-4004
　（釣潟神社）
⑧ ８月22日（土）／
イヤタカ（秋田市）

　※文化講演会を予定
⑨ ご卒業おめでとうございま
す。焦らず弛まず堂々とそ
の歩みを進められますよう
心よりお祈りいたします。
⑩ 毎年開催しております支部
総会へ是非ご参加ください。
心よりお待ち申し上げます。

秋 田 県秋 田 県

①澁
し ぶ

谷
や

　宣
の り

寛
ひ ろ

・80神
② 山形市旅籠町3-4-6
　湯殿山神社
③023-633-1810
④湯殿山神社宮司
⑤湯上弘通・108神2
⑥ 023-672-1200
⑧６月中旬予定（酒田市内）
⑨ 卒業される皆さまの新し
い門出を心よりお祝い申
し上げます。これからのご
活躍をお祈りしています。

⑩ 今年も総会並びに「大学
の夕べ」を開催いたしま
す。多くの院友の皆さま
の参加をお待ちしており
ます。

山 形 県山 形 県

①宮
み や

本
も と

　孝
たかし

・92神
②郡山市開成3-1-38
　開成山大神宮
③024-932-1521
　（開成山大神宮）
④開成山大神宮宮司
⑤ 伊藤清和・94文
⑥024-932-1521 
　（開成山大神宮・宮本憲一）
⑦ k.ujisei1876@gmail.com
⑧ 開催に向けて検討中
⑨ これから社会に出る仲間
たち、強い信念を持って
自らの道を切り拓いてく
ださい。応援しています。

⑩ 福島県支部は毎年総会を
開いています。是非ご参
加ください。

福 島 県福 島 県

①塙
はなわ

　東
は る

男
お

・75神
② 笠間市笠間１ 笠間稲荷神社
③ 0296-73-0001 
（笠間稲荷神社）
④笠間稲荷神社宮司
⑤ 佐久間正彦・103神
⑥ 0296-73-0001 
（笠間稲荷神社）
⑦ info@kasama.or.jp
⑧ ７月５日（日）／L’AUBE 
kasumigaura（土浦市内）

⑨ ご卒業おめでとうございます。何事
も慎みをもって行動してください。今
後のご活躍をお祈り申し上げます。

⑩ 今年は県南ブロック主管に
より土浦市で総会懇親会を
開催します。会員皆さまの参
加をお待ちしております。

茨 城 県茨 城 県

①栁
やなぎ

田
た

　耕
こ う

太
た

・80神
② 真岡市東郷937
③0285-82-2509（大前神社）
④大前神社宮司
⑤大塚伸一・101経
⑥ 0282-22-5511
　（國學院大學栃木学園）
⑦so@kokugakuintochigi.ac.jp
⑧ 開催に向けて検討中
⑨ ようこそ！國學院大學院友と
なられた皆さまを歓迎します。
世界が大混迷する時代、君達の
英知で切り拓いてください。

⑩ 2700年の悠久なる歴史
文化を紡ぐ日本列島の山
紫水明の風土に恵まれた
栃木県で精励さる院友の
弥栄を願います。

栃 木 県栃 木 県

①塩
し お

原
ば ら

　康
や す

弘
ひ ろ

　85神／88法
② 前橋市富士見町
　赤城山4-2 赤城神社
③027-287-8202
　（赤城神社）
④赤城神社宮司
⑤寺﨑晃至・104神2
⑥ 0276-45-3666
⑧開催に向けて検討中
⑨ ご卒業おめでとうござい
ます。実力を遺憾なく発
揮され、ご活躍されます
ようお祈りします。
⑩ 日頃より支部の運営にご
協力頂き、厚く御礼申し
上げます。皆さまのご健
勝をお祈りいたします。

群 馬 県群 馬 県

①後
ご

藤
と う

　治
は る

司
じ

・83経
②越谷市大房1178-4
③048-978-5510
④未来教育研究所
⑤船橋幸夫・83法
⑥080-1129-6497
⑧ 11月22日（日）／越谷市
コミュニティセンター
⑨ 卒業しても先輩や同級生
との繫がりを大切にして、
健康に留意し、高い目標
を持って活躍してくださ
い。応援しています。
⑩ 今年度は東支部創設以来、
参加者が少なくて総会を実
施することができませんで
した。次年度は多くの院友
の参加を期待しています。

埼 玉 県 東埼 玉 県 東

①前
ま え

原
は ら

　利
と し

雄
お

・86神
② 東松山市箭弓町2-5-14
③0493-22-2104
　（箭弓稲荷神社）
④箭弓稲荷神社宮司
⑤原泰明・96神
⑥ 049-222-5224
　（山田八幡神社）
⑧ ６月／会場未定
⑨ ご卒業を祝しますと共
に、これからも國大の建
学の精神を大切に、誇り
をもって、社会でのご活
躍を期待いたします。
⑩ 院友の集い（６月頃）にて、新
院友を交えて楽しいひととき
を過ごしたいと存じます。多く
の参加をお待ちしています。

埼 玉 県 西埼 玉 県 西

①真
ま

取
と り

　正
ま さ

典
の り

・77神 
② さいたま市
　桜区西堀8-27-15
③048-852-1680
④ 西堀氷川神社宮司・ 
㈻西堀ひかわ幼稚園園長

⑧開催に向けて検討中
⑨ 今年は午年です。ご卒業
おめでとう。ご両親も喜
んでおられるかと思いま
す。新会員になられ、ご
活躍を祈ります。 

⑩ 会合が開催できず残念で
す。どうぞ役員になっ
て、活発な支部会をつく
っていきましょう。

埼 玉 県 南埼 玉 県 南

①曽
そ

根
ね

原
は ら

　正
ま さ

宏
ひ ろ

・83神
② 秩父郡長瀞町長瀞1828
　寶登山神社
③0494-66-0084
　（寶登山神社）
④寶登山神社宮司
⑤田島真希・117神文
⑥0494-66-0084（寶登山神社）
⑧ 開催に向けて検討中（秩父市内）
⑨ ご卒業を祝します。丙午の
本年、炎の如く熱き想いを
胸に、世の中を力強く駆け
る院友になってください。
⑩ 昨年も大勢の皆さまに総
会にご出席いただき、誠
に有難うございました。
本年も同様に宜しくお願
い申し上げます。

埼 玉 県 北埼 玉 県 北

①山
や ま

本
も と

　富
と み

彦
ひ こ

・76法
②市原市潤井戸667
③0436-74-1192
　090-3210-4574
④ 千葉県伝統工芸師（竹芸）
⑤岩瀬俊彦・92史
⑥043-486-6530
⑧ ６月７日（日）／京成ホテ
ルミラマーレ（千葉市内）

⑨ さあウォーミングアップで
準備は整った。社会は大学
とは違う。スタートは一線
だ。レースはこれからだ。

⑩ 千葉県支部では最近、若
い方の参加が多い。支部
総会で新発見と会話から
健康、笑顔。６月７日
（日）、ミラマーレで。

千 葉 県千 葉 県

①加
か

藤
と う

　元
も と

茂
し げ

・80経
② 渋谷区東1-5-14
③03-3400-6700
⑤山口耕司・89神
⑥ 090-1268-2841
⑦ yamako@kokugakuin.
ac.jp

⑧ 11月／院友会館
⑨ 人生は「奇跡」ではない。
「軌跡」である。私の生き
る道に奇跡を願うより、
歩んだ「軌跡」を大切に
しよう。
⑩ 毎年、江戸の文化を紹介
する講演会を開催してお
ります。年に一度、皆さ
まとお会いしたいです。

東京都二十三区東京都二十三区

①猿
さ

渡
わたり

　昌
ま さ

盛
も り

・85神専攻
② 府中市宮町3-1
　大國魂神社
③042-362-2130
④大國魂神社宮司
⑤金山幸弘・128神文
⑥ 042-362-2130
　(大國魂神社) 
⑦kanayama@ookunitamajinja.or.jp
⑧ 開催に向けて検討中
⑨ ご卒業おめでとうございま
す。経済界、神社界等、大勢の
院友が活躍しています。是
非、支部をお尋ねください。

⑩ 院友会北多摩支部では、
楽しい院友との出会いが
あります。総会への参加を
お待ちいたしております。

東京都北多摩東京都北多摩

①小
こ

松
ま つ

　実
みのる

・80文
②八王子市子安町1-8-17
③042-642-3192
⑤松葉淑子・85文
⑥042-674-8731
⑧ ６月28日（日）／
　会場未定
⑨ ご卒業おめでとうござい
ます。新しい旅路に出立
する皆さまのご健康とご
活躍を心よりお祈りいた
します。
⑩ 令和８年度も支部総会と
懇親会を６月に開催する
予定です。院友の皆さま
の多くのご参加をお待ち
しております。

東京都南多摩東京都南多摩

①近
こ ん

藤
ど う

　正
ま さ

臣
お み

・76文
②町田市南つくし野1-9-30
③042-799-6359
④湘南医療大学非常勤講師
⑤南惣一郎・108法
⑥ 0467-22-0315
　（鶴岡八幡宮）
⑧ ７月12日（日）／鶴岡八幡宮
（鎌倉市） ※公開講演会を予定
⑨ ご卒業おめでとう。“尻
馬に乗らず、手綱を締
め、誠道を突き進んでく
ださい”ご活躍を祈り期
待しています。
⑩ 皆さま、ご健勝のことと存じ
ます。別記のとおり「院友の
集い」を開きます。奮っての
ご参加をお待ちしています。

神 奈 川 県神 奈 川 県

①武
た け

田
だ

　英
ひ で

徳
の り

・80文
②新潟市西区小針上山3-30
③025-230-3817
⑤ 青山洋一 
107文2／110博前文
⑥0254-22-3888
⑦ miharukasumono .
niigata@gmail.com

⑧ ９月27日（日）／新潟
東映ホテル（新潟市内）
⑨ ご卒業おめでとう。郷里の
人、もの、街づくりに経験を
活かしませんか。酒や食も
旨いぞ新潟。健闘祈ります。

⑩ 毎年、支部総会・講演会・懇親
会を開催。支部費納入の方に
支部会報で案内します。参加
希望や疑問点は事務局へ。

新 潟 県新 潟 県

①秋
あ き

津
つ

　温
お ん

・85文
②三島市加屋町4-32
③055-972-9089
⑤鈴木成年・114神専攻
⑥ 055-975-0172 
（三嶋大社）
⑧ ６月20日（土）／
　三嶋大社（三島市）
⑨ はたして素晴らしい学生
生活が送れましたか。こ
れからは院友です。地域
の院友会等でもお会いし
ましょう。
⑩ １月２日の箱根駅伝、５
区の芦之湯で母校の応
援、寒いけど楽しいです
よ。後輩たちに感謝で
す。

静岡県東部静岡県東部

①天
あ ま

野
の

　忍
しのぶ

・80史
② 静岡市葵区西千代田町28-13
③054-247-3611
④ 神職
⑤大沢哲也・103神
⑥ 054-237-2438（久能山東照宮）
⑦ amano-s@vc.tnc.ne.jp
⑧ ９月５日（土）／静岡県男女
共同参画センター「あざれあ」

　※文化講演会開催
⑨ 卒業おめでとう。いよいよ社会人
として舟出。國大での学びを誇り
にさまざまな課題に立ち向かい、
充実した人生を送ってください。
⑩ 年に一度、國大卒業生としての
喜びを自覚し、更なるエネルギ
ーが得られる貴重な会合で
す。是非ともご参加ください。

静岡県中部静岡県中部

①野
の

上
が み

　克
か つ

裕
ひ ろ

・86神
②射水市加茂中部1171
③ 0766-59-2503
④ 射水市立新湊放生津小学校・
加茂神社宮司
⑤松本正靖・128神文
⑥ 0763-82-0932（高瀬神社） 
⑦ matsumoto@takase.or.jp
⑧ 10月（土）／高岡市内
⑨ ご卒業おめでとうござい
ます。院友としての誇り
と自覚をもち、何事にも
諦めることなく、活躍し
てください。
⑩ 支部会員の皆さん、今年も10
月に総会を開催する予定で
す。多くの方々と楽しいひと
時を過ごしたいと思います。

富 山 県富 山 県

①河
か わ

﨑
さ き

　正
ま さ

幸
ゆ き

・87神
② 金沢市寺中町ハ163大野湊神社
③076-267-0522
④大野湊神社宮司
⑤ 山下裕嗣・94法／95神専攻
⑥0761-78-0694
⑦ https://inyu-ishikawa.
cocolog-nifty.com

　 e-mail：hakusan@shirayama.or.jp
⑧開催に向けて検討中
⑨ 卒業おめでとう。丙午は火の
年、情熱と飛躍の象徴です。
燃ゆる志で新天地へ挑戦
を、健闘を心より祈ります。
⑩ 震災復興に向けてご活躍のこ
とと思います。有益な情報交
換ができる場所として支部総
会には是非ご参加ください。

石 川 県石 川 県

①田
た

代
し ろ

　孝
たかし

・73史
② 中巨摩郡昭和町押越2044-5
③055-275-4789　　
④ 山梨県考古学協会
名誉会長

⑤上文司厚・93神
⑥ 0555-22-0221
（北口本宮冨士浅間神社）
　℻0555-24-5221
⑧開催に向けて検討中
⑨ 卒業おめでとうございま
す。新たなステージでの
ご活躍を祈念いたしま
す。

⑩ 会員拡大の活動を進めた
いと思います。会員の皆
さまのご協力をお願いい
たします。

山 梨 県山 梨 県

①石
い さ

和
わ

　大
だ い

・97神
② 東御市本海野1116
③0268-62-1949
④白鳥神社宮司
⑤白鳥俊明・98神2
⑥ 0265-81-6881
　（大宮五十鈴神社）
⑦ isuzu@avis.ne.jp
⑧ ８月２日（日）／
　ＪＡ長野県ビル（長野市）
　※一般公開講演会予定
⑨ 人生は様々な変化があることで
しょう。柔らかく、しなやかに対応
し、健やかにお過ごしください。
⑩ 今年は夏の総会に、國大陸上競
技部の前田監督に講演いただ
くように計画しております。大勢
のご参加お待ちしております。

長 野 県長 野 県

① 服
は っ と り

部　哲
て つ

夫
お

 
83文／84神専攻
②美濃市立花876-1
③0575-35-0717
④八幡神社宮司
⑤不破一光・98神2
⑥ 058-273-3525（岐阜県神社庁）
⑦jinja-gi@ip.mirai.ne.jp
⑧ ８月８日（土）／
　岐阜県神社庁（岐阜市）
⑨ ご卒業おめでとうございま
す。國大で養われた力と心
をもって世界に雄飛されま
すようお祈りいたします。

⑩ 県内外でご活躍の方々から
お話を伺うのは、貴重な、か
つ楽しいことでございます。
是非総会においでください。

岐 阜 県岐 阜 県

①赤
あ か

坂
さ か

　康
や す

夫
お

・84文
②大飯郡高浜町宮崎52-11
③0770-72-0041
④佐伎治神社宮司
⑤新田義和・109神2
⑥ 0776-35-7010（藤島神社）
⑦inyuukai＠nitta.or.jp
⑧ ６月20日（土）／
　氣比神宮（敦賀市内）
⑨ 卒業おめでとうございま
す。激変する社会の中でバ
ランス感覚を磨き、自分の
道を究めてください。

⑩ 本年も支部総会と懇親会
を実施します。できれば
ミニ研修も合わせて行い
たいと思います。是非ご
参加ください。

福 井 県福 井 県
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①川
か わ

野
の

　和
か ず

昭
あ き

・81文2
② 霧島市霧島田口
　2638-809
③090-5949-8046
④南方民俗文化研究所主宰
⑤岩坪蒼樹・129神文
⑥099-222-1820（照國神社）
⑦ gakugeikazu@gmail.com
⑧開催に向けて検討中
⑨ 人には必ず良い点があ
る。それを評価できる人
になれ。卒業時の恩師臼
田甚五郎博士の教えで
す。有為の人たる生を期
待します。

⑩ 今年も一同に集まり、お
互いの現況と母校國學院
大學を語り合いましょう。

鹿 児 島 県鹿 児 島 県

①土
ひ じ

方
か た

　浄
きよし

・89史
②豊見城市豊見城295-3
③090-6856-6138
④フリーアナウンサー
⑤奥原隆良・114文2
⑥ 098-868-3697（波上宮）
⑦ kokugakuin_oki@naminouegu.jp 
⑧ ６月13日（土）／会場未定
⑨ ご卒業おめでとうござい
ます。院友ネットワーク
は強固です。絆を深めて
社会人生活に生かしてく
ださい。

⑩ 発信したいことなど是非
ご連絡ください。若い院
友とのつながりがあれ
ば、支部総会にお誘いく
ださい。

沖 縄 県沖 縄 県

①北
き た

原
は ら

　徹
とおる

・96文
② 中野区東中野1-19-10
③090-6475-6034
④ＰＬＥＡＳＥ編集部
※ 事務局の変更に伴い連絡
は会長の北原まで

⑦rayandloverock@gmail.com
⑧開催未定
⑨ ご卒業おめでとうござい
ます。國學院大學での豊
かな経験を活かし、社会
での輝かしい活躍を期待
申し上げます。

⑩ マスコミ就職相談会を大
学キャリアサポート課と
の連携で開催していま
す。みなさまのご協力を
お願い申し上げます。

マスコミ院友会マスコミ院友会（協力団体）（協力団体）

① 菅
す が

野
の

　雅
ま さ

雄
お

 
65文2／68修文／71博文

② 横浜市金沢区 
釡利谷東3-18-1-1103

③045-784-8613
⑤ 山﨑かおり・104文／
106博前文／111博後文

⑥ 03-3400-7781（院友会館内）
⑧ 開催に向けて検討中／院友会館
／公開講座「國學院の古典」予定

⑨ ご卒業おめでとうござい
ます。新たな門出に際し、
更なる飛躍と今後のご活
躍をお祈りいたします。

⑩ 総会に是非ご参加くださ
いますようよろしくお願
いいたします。また、雑誌
に玉稿をお寄せください。

院友学術振興会院友学術振興会（協力団体）（協力団体）

①橋
は し

本
も と

　憲
け ん

市
い ち

郎
ろ う

・88経
② 渋谷区東4-10-28
⑤鈴木一匡・118経営
⑥ 03-5466-0401（國學院大
學研究開発推進機構事務課）

⑦ https://kgu.tokyo/
　e-mail：k-suzuki@kokugakuin.ac.jp
⑧ 10月24日（土）／
　母校渋谷キャンパス内
⑨ 卒業おめでとうございま
す！当会は皆さんのご活
躍を心から応援していま
す。企画にも是非ご参加
ください。

⑩ 今年は当会発足70周年と
なります。経済学部との共
催企画を開催します。是非
お楽しみにご参加ください。

院友経済会院友経済会（協力団体）（協力団体）

①選考中
⑤大久保規志・106法
⑥ 03-5466-0155
　（國學院大學神道研修事務課）
⑦ http://www2.kokugakuin.
ac.jp/jurist/ 
e-mail nokubo@kokugakuin.ac.jp

⑧開催未定
⑨ ご卒業おめでとうござい
ます。國學院大學で学ん
だ知識と心を胸に益々ご
活躍されますことをご祈
念申し上げます。
⑩ 院友大会でお目にかかれ
ることを楽しみにいたし
ております。

法学部ＯＢ・ＯＧ会法学部ＯＢ・ＯＧ会（協力団体）（協力団体）

① 萱
か や

島
し ま

　祥
よ し

彦
ひ こ

・86法
②国東市国東町綱井591-1
③0978-72-3330
④ 国東市議会副議長
⑤池田晃治・86法
⑥0977-23-1408
　（八幡朝見神社）
⑦ koujiyuki0421@outlook.jp
⑧５月16日（土）／
　アートホテル大分（大分市）
⑨ ご卒業おめでとうございま
す。これからも色々な人との
出会いを大切にして、豊か
な人生を歩んでください。
⑩ 國學院大學の、しかも同郷の
同窓生として絆を深め、人生
に花を添えるべく、楽しい支
部活動をしていきましょう。

大 分 県大 分 県

① 本
ほ ん

部
ぶ

　雅
ま さ

裕
ひ ろ

・82神
② 宮崎市神宮2-4-1 
宮﨑神宮
③0985-27-4004
④宮﨑神宮宮司
⑤出光弘忠・114神文
⑥ 0985-27-4004 
（宮﨑神宮）
⑧ ８月22日（土）／
　神宮会館（宮崎市内）
⑨ ご卒業おめでとうござい
ます。新社会人としてま
すますご活躍ください。
⑩ 今年の宮崎県院友会は
「豊臣兄弟」（ＮＨＫ）
研究の大家、矢部教授を
お招きします。ぜひご出
席ください。

宮 崎 県宮 崎 県

①相
あ い

原
は ら

　宗
む ね

正
ま さ

　80史／81神専攻
② 東温市牛渕718
③089-964-8752
④浮嶋神社宮司
⑤清家貞文・104神
⑥ 0894-22-0384 
⑦ h a t i m a n g u d o k i@
mountain.ocn.ne.jp

⑧ ７月18日（土）／ＡＮＡクラ
ウンプラザホテル（松山市）

⑨ 卒業後は愛媛で仲間が待っていま
す。横の繋がりを大切にし、大学のOB
会「院友会」にも参加してみましょう。
⑩ 本年７月18日（土）松山市の
ANAホテルで四国院友会を開
催。東都大学リーグ國大野球
部鳥山泰孝監督の講演予定。

愛 媛 県愛 媛 県

①若
わ か

瀬
せ

　一
か ず

彦
ひ こ

・96神2
② 高岡郡中土佐町久礼
　6762-11
③0889-52-2408（久礼八幡宮）
④久礼八幡宮宮司
⑤吉良祝人・110神
⑥088-824-2155（高知中教院）
⑦ ristrante.kira@gmail.com
⑧９月予定／会場未定
⑨ 卒業おめでとうございま
す。若さという財産と、
院友となった誇りを胸
に、洋々たる未来に邁進
してください。

⑩ 支部総会・懇親会を通じて院
友の輪を広め深めておりま
す。必ず心強い仲間に出会え
ます。是非ご参加ください。

高 知 県高 知 県

① 田
た

村
む ら

　豐
と よ

彦
ひ こ

 
78文／79神専攻
② 福岡市中央区六本松1-1-1
福岡縣護国神社
③092-741-2555
④福岡縣護国神社宮司
⑤貞方大地・120神文
⑥ 092-741-2555
（福岡縣護国神社）
⑧ 開催に向けて検討中
⑨ 初心忘るべからず。前途洋々
たる皆さんには大学で学んだ
こと、遊んだことを活かし、振
り向かずに前進しましょう。
⑩ 今年も秋に総会懇親会を
開催します。また皆さん
にお会い出来る日を楽し
みにしています。

福 岡 県福 岡 県

①徳
と く

久
ひ さ

　俊
と し

彦
ひ こ

・82神
②佐賀市本庄町本庄1156
③0952-23-2616（本庄神社）
④ 本庄神社宮司
⑤光武司・92経2　
⑥0952-30-1633
⑦mutoryo817@gmail.com
⑧ ６月７日（日）／グランデ
はがくれ（佐賀市内）

⑨ ご卒業おめでとうございま
す。皆さんのご活躍を大いに
期待し、応援いたします。院友
の先輩を活用してください。
⑩ ６月７日に総会を開催い
たします。総会後は若木
育成会（現役学生の父母
等の会）との合同懇親会
も開催。是非ご出席を！

佐 賀 県佐 賀 県

①中
な か

村
む ら

　淳
じゅん

・91法
② 長崎市横尾3-19-3
③090-5029-2207
④ 県立長崎明誠高校キャリ
アサポートスタッフ

⑤伊奈俊信・109神専攻
⑥ 095-822-7079
⑦ jugon37290385@ezweb.ne.jp
⑧11月21日（土）／長崎市内
⑨ 卒業おめでとう！大和魂
「和の心」を持って院友と
しての自覚と誇りを胸に
刻み、新たな社会へ飛び
出してください。

⑩ 今年も総会・講演会・懇親会を
開催いたします。是非ご参加
ください！皆さんと共に長崎
の和を広げていきましょう。

長 崎 県長 崎 県

①山
や ま

本
も と

　廣
ひ ろ

勝
か つ

・97文
②熊本市西区花園5-28-20
③096-352-7189
④ 県立東稜高等学校 
⑤小川謙一・94法／97博前法
⑥080-3965-9280
⑧開催に向けて検討中
⑨ 卒業おめでとうございま
す。激動の時代だからこ
そ、大学で得た本質を問
い、見極める力を発揮し
てください。

⑩ 総会等で皆さまにお会い
できることを楽しみにし
ています。是非総会等に
ご参加のほどよろしくお
願いいたします。

熊 本 県熊 本 県

①木
き

田
だ

　孝
た か

朋
と も

・92神2
② 神戸市中央区下山手通
　1-2-1  生田神社
③078-321-3851
　（生田神社）
④生田神社宮司
⑤山森之寿・100神2
⑥ 078-321-3851
　（生田神社） 
⑧９月末頃
⑨ ご卒業おめでとうございま
す。自らの目標に向かって前
進していけるよう、研鑽を重
ねられることを望みます。
⑩ 本年も９月末に総会を開催す
る予定です。詳細が決まり次
第、通知しますので、皆さまの
ご出席をお待ちいたします。

兵 庫 県兵 庫 県

①久
く

保
ぼ

田
た

　昌
まさ

孝
た か

・82神専攻
② 橿原市久米町934
　橿原神宮
③0744-22-3271
④橿原神宮宮司
⑤小林博宣・97神
⑥ 0744-22-3271
　（橿原神宮庁）
⑧ ９月19日～23日頃／
　橿原神宮 養正殿（橿原市）
⑨ ご卒業おめでとうござい
ます。奈良の地より新院友
134期皆さまのご活躍を
心よりお祈りいたします。
⑩ 支部会員各位のご協力に感
謝申しあげます。年一回の総
会を通じ、院友相互の絆を深
めて行きたいと思います。

奈 良 県奈 良 県

①太
お お

田
た

  順
じゅん

一
い ち

・81経
②菊川市堀之内1371
③0537-36-2228
④太田興行㈲
⑤原山剛一・105神
⑥090-2615-1076
⑦k.h110613@cy.tnc.ne.jp
⑧開催に向けて検討中
⑨ 世界情勢が大きく変化す
る中、ご卒業おめでとう
ございます。皆さまの未
来に期待します。世界に
はばたけ。

⑩ 昨年度の総会は法多山で
開催しました。ご参加あ
りがとうございました。
今年も参加をお待ちして
おります。

静岡県西部静岡県西部

①岩
い わ

崎
さ き

　和
か ず

夫
お

・82神
② 豊川市一宮町西垣内2
　砥鹿神社
③0533-93-2001
④砥鹿神社宮司
⑤水野敦之・96文
⑥ 052-853-0050
　（名古屋経済大学高蔵高校）
⑦ mizuno-a@nagoya-ku.ac.jp
⑧開催に向けて検討中
⑨ 「天地の始は今日を始とする
理あり」常に生生發展するの
が神道の教へです。皆様の
前途幸多かれと祈ります。

⑩ 今年も十一月の全日本大學
驛傳には、スタート地の熱田
神宮に於て應援を予定。縣内
院友の聲援をお願ひします。

愛 知 県愛 知 県

① 孫
ま ご

福
ふ く

　弘
ひ ろ

明
あ き

・91神
② 伊勢市船江1-3-5
③0596-29-0880
⑤中村肇・108神
⑥ 0596-24-1111
　(神宮司庁)
⑧ 11月１日（日）／
　神宮司庁（伊勢市）
　※全日本駅伝応援します！
⑨ 卒業おめでとう。夢に向
かって自分を信じて力強
く歩んでください。人生
が一層豊かになることを
願っています。

⑩ 総会当日は母校が出場する
全日本大学駅伝。童心に返
り大声を出して選手の後押
しを一緒にしましょう。

三 重 県三 重 県

① 宇
う

野
の

　日
ひ

出
で

生
お

 
86史／88博前史／89神専攻

②栗東市下戸山1212
③077-552-9048
④小槻大社宮司
⑤中山恒夫・96神
⑥ 077-525-1001 
（篠津神社）
⑧ ８月29日（土）／びわ湖大
津プリンスホテル（大津市）

⑨ ご卒業おめでとうございま
す。新たな環境のなかで、ご
活躍されることを心からお
祈りいたしております。

⑩ 支部総会では楽しいひとと
きを過ごしたいと思います。
皆さまとお会いできますこ
と、心待ちにしております。

滋 賀 県滋 賀 県

①舟
ふ な

橋
は し

　雅
ま さ

美
み

　74史／75神専攻
② 京都市伏見区深草藪之内
町68　伏見稲荷大社

③075-641-7331
　（伏見稲荷大社）
④伏見稲荷大社宮司
⑤畑中秀皓・120神文
⑥ 075-641-7331（伏見稲荷大社）
⑧開催に向けて検討中
⑨ 「真の友は財産であり、また
最も得がたい財産である」大
学で培った友情と共に社会
で大いに活躍してください。

⑩ 「進まざる者は必ず退き、退
かざる者は必ず進む」前進
への努力を続け、社会の発
展に貢献したいものです。

京 都 府京 都 府

①加
か

藤
と う

　芳
よ し

哉
や

・89神
②豊中市服部元町1-2-17
③06-6862-5022（服部天神宮）
④ 服部天神宮宮司
⑤柳野等・97神専攻
⑥ 06-6353-0025（大阪天満宮）
⑦ yanagino@osakatemmangu.
or.jp（事務局：柳野）

⑧ ６月20日（土）／
　大阪天満宮会館（大阪市）
⑨ ご卒業おめでとうございま
す。卒業生の皆さま方が新た
な道でご活躍されますことを
心よりお祈り申し上げます。

⑩ 本年の院友会大阪府支部総会
は、６月20日（土）を予定して
おります。皆さまとお会い出来
るのを楽しみにしています。

大 阪 府大 阪 府

①北
き た

岡
お か

　晃
あきら

・85法
② 阿波市市場町市場上野段
149
③090-8971-5334
⑤山下釈道・97神
⑥090-5143-8951（快神社）
⑧９月／徳島市内
⑨ ご卒業おめでとうござい
ます。皆さまのご活躍を
祈念しております。９月
の支部総会には是非ご参
加ください。
⑩ 後藤支部長の後任として
就任いたしました。支部
総会で会員の皆さま方と
お会いできるのを楽しみ
にしています。

徳 島 県徳 島 県

①山
や ま

下
し た

　昭
あ き

史
し

・98経
②三豊市高瀬町新名1611
③0875-72-5668
④三豊市長
⑤黒木裕司・108神
⑥ 087-831-2775 
（香川県神社庁）
⑦ kagawakenjinjacho@
ninus.ocn.ne.jp

⑧ 開催に向けて検討中
⑨ 卒業おめでとうございます。
これまでの学びと経験を糧
に、自信を持って歩んでくだ
さい。心から応援しています。
⑩ 皆さまとの繋がりを力にご活
躍を励みに今後も交流を深め
て参りますので、引き続きご
支援をたまわれば幸いです。

香 川 県香 川 県

①瀬
せ

村
む ら

　浩
こ う

璽
じ

・74政
②和歌山市木ノ本1039-2
③073-453-4555
④ ㈱瀬村建築測量事務所 
代表取締役

⑤小山譽城・81史／83修史
⑥073-471-8523
⑧ 開催に向けて検討中／
公開文化講座予定

⑨ 日々のたゆまぬ努力により優
勝校の一角になった母校の駅
伝。卒業される皆さまも目標に
向かって精進してください。

⑩ 「みはるかすもの」を一
緒に歌いませんか。年に
一度あの頃を思い出す総
会、公開文化講座に是非
ご出席ください。

和 歌 山 県和 歌 山 県

①石
い し

原
は ら

　道
み ち

夫
お

・69文2
② 仁多郡奥出雲町八代
　340-1
③0854-54-1538
④仰支斯里神社宮司
⑤青木義親・103神
⑥ 0852-37-0435
　（平濱八幡宮）
⑧ 10月12日（月：祝）／ニュー
ウェルシティ出雲（出雲市）
⑨ ご卒業・ご入会おめでとうご
ざいます。若者らしいひらめ
きを発揮して、縦横の連携を
大切にして生きてください。

⑩ 駅伝強豪の國大が三連覇を
目指して出雲路にやってき
ます。10月12日は支部総
会と出雲駅伝の応援です。

島 根 県島 根 県

①伏
ふ し

見
み

　正
ただし

・84神
② 岡山市南区浜野1-3-8
③086-223-3393
④内宮宮司
⑤河野薫・95神専攻
⑥ 086-272-3017
　（岡山縣護國神社）
⑦ kouno@okayama-gokoku.jp
⑧６月／会場未定
⑨ 卒業おめでとうございま
す。「為せば成る、為さね
ば成らぬ何事も、成らぬ
は人の為さぬなりけり」。
（上杉鷹山）
⑩ 毎年６月に総会、講演会と
懇親会を開催しています。年
に一度の集まりですので、是
非ともご参加ください。

岡 山 県岡 山 県

①渡
わ た な べ

部　公
き み

麿
ま ろ

・86神
② 広島市南区西本浦町
　12-13　邇保姫神社
③082-281-4538
④邇保姫神社宮司
⑤水口弘士・105法
⑥082-842-0025（㈱水口組）
⑦ water@mizwell.co.jp
⑧開催に向けて検討中
⑨ ご卒業おめでとうございます。
心よりお祝い申し上げ、新たな
ステージでのご活躍をお祈り
申し上げます。新院友！歓迎

⑩ このたび事務局の水口弘士
氏が県会議員選挙で当選さ
れました。ご同慶の至りに
存じます。これから氏への
応援宜しくお願いします。

広 島 県広 島 県

①鈴
す ず

木
き

　宏
ひ ろ

明
あ き

・93神専攻
② 防府市松崎町14-1
　防府天満宮
③0835-23-7700
　（防府天満宮）
④防府天満宮宮司
⑤竹中信彦・109神2
⑥ 083-231-1323（亀山八幡宮）
⑦ casablanca0859@gmail.com
⑧ ８月／遠石八幡宮・遠石
会館（周南市）
⑨ 卒業おめでとうございま
す！これからの社会での
生活は一生の宝物です。何
事にも挑戦してください。

⑩ いつもお世話になっております。
今年も宜しくお願いいたします。 
夏の総会でお会いしましょう。

山 口 県山 口 県

①米
よ ね

原
は ら

　尊
た か

仁
ひ と

・83神
② 東伯郡湯梨浜町藤津598
③0858-32-1985
　（倭文神社）
④倭文神社宮司
⑤池田豊具・101神
⑥0858-35-3309
⑧８月／会場未定
⑨ ご卒業おめでとうござい
ます。國學院の名に誇り
をもって新社会人として
がんばってください。

⑩ 國學院の息吹にふれる唯
一の機会、支部総会に是
非ご参加ください。お待
ち申し上げます。

鳥 取 県鳥 取 県

選
考
中

　令和８年度も通常開催いたします。
　年に１回、全国の支部長と事務局担当者が一堂に
会し、支部同志、また本部と情報交換を行う重要な
会議です。このため各支部等から支部長（協力団体
においては代表）・事務局担当者の２名にご出席い
ただきたく準備を進めております。
　会議終了後は、一般公開講演会と院友大会にもご
出席いただきます。
※ 会議のご案内は、４月上旬にお送りする予定です。

支部長会議（第46回）のご案内
日時 令和８年５月23日（土）

午後１時～３時30分（予定）

会場 明治記念館「蓬莱の間」（１面「明
治記念館へのアクセス」を参照）

令和８年度

　神社界の皆さまには、この時期様々な行事が重なっ
ていると伺っておりますが、ご容赦ください。出席が難
しい場合は、代理の方のご出席をお願いいたします。
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　『國學院大學学報』は、学生、院友、教職員の活躍や大
学ニュースをお届けする機関誌（年11回発行／８月休
刊）です。年間購読料は500円（税込・送料含む）とな
ります。
　定期購読を希望される院友の皆さまにおかれましては、
随時受け付けておりますので、下のQRコードからお手続
きいただくか、広報課までご連絡ください。

■お問い合わせ先
　國學院大學総合企画部広報課
　電話：03-5466-0130
　Email：kouho@kokugakuin.ac.jp

☆ ☆定期購読のご案内
『國學院大學学報』
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「國學院カード」
申込QRコード

ご利用金額の一部が学生・生徒等の
活動支援に活用されます。

國學院と院友の絆をつなぐ
オフィシャルクレジットカード

「國學院カード」

資料請求・お問い合わせ先
國學院大學 経理課（カード担当）　TEL：03-5466-0115
WEB： 國學院大學ＨＰ＞卒業生＞卒業生向けサービス＞國學院カード

國學院カードのお申し込み方法
右記のＱＲコードよりWEB上でお
申し込みください。
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証明書発行サービスについて
　証明書は窓口申請ではなく、オンラインまたは
郵送での受付のみとなります。平成12年３月以
前の卒業生と、平成13年３月以降の卒業生とで
は各証明書の発行方法が異なりますので、詳細は
母校ホームページにてご確認ください。

本サービスの詳細については、母校ホームページにてご確認ください。

申請方法 ●オンライン申請　●郵送申請

支払方法
● オンライン決済（クレジットカード、PayPay）
●現金払い（コンビニ店頭Smart Pit経由）
●定額小為替払い（郵送のみ）

受取方法

［平成13年３月以降の卒業生］
●コンビニエンスストアのマルチコピー機
●学内発行機
●郵送または大学窓口（一部証明書のみ）
［平成12年３月以前の卒業生］
●郵送　●大学窓口

問い合わせ先
■渋谷キャンパス
　教務課　証明書担当：03-5466-0137
■たまプラーザキャンパス
　たまプラーザ事務課　証明書担当：045-904-7721

▲ https://bit.
ly/3UrTALI

■ 会費等納入累計表 ■
Ｒ７・9/1～Ｒ８・1/31
金額（円） 件 数

年 度 会 費 1,452,000 484
十 年 会 費 2,020,000 101
維 持 寄 付 金 1,711,920 145
学術・スポーツ振興資金 1,249,000 168
基 本 財 産 寄 付 金 10,000 1
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8484　

田
中　

宏
一

　

田
中　

宏
一

108108　

村
井　

一
介

　

村
井　

一
介

132132　

後
藤　
　

尊

　

後
藤　
　

尊

岩
手
県
支
部
経
由

三
千
円

6666　

及
川
惠
美
子

　

及
川
惠
美
子

9393　

里
村　

延
紀

　

里
村　

延
紀

100100　

佐
藤　

一
伯

　

佐
藤　

一
伯

117117　

齋
藤　
　

雅

　

齋
藤　
　

雅

東
京
都
南
多
摩
支
部
経
由

三
千
円

7272　

臼
井　

暘
二

　

臼
井　

暘
二

7474　

西
原　

早
苗

　

西
原　

早
苗

7878　

彦
由
三
枝
子

　

彦
由
三
枝
子

8080　

小
松　
　

実

　

小
松　
　

実

8080　

峰
尾　

義
信

　

峰
尾　

義
信

8383　

三
澤　

勝
己

　

三
澤　

勝
己

8585　

松
葉　

淑
子

　

松
葉　

淑
子

8888　

磯
沼　

重
治

　

磯
沼　

重
治

9393　

西
野　

貢
右

　

西
野　

貢
右

9595　

大
野　

定
継

　

大
野　

定
継

9696　

西
野　

早
苗

　

西
野　

早
苗

103103　

梶
浦
美
佐
子

　

梶
浦
美
佐
子

新
潟
県
支
部
経
由

三
千
円

6464　

三
部　

正
人

　

三
部　

正
人

6565　

甘
粕　

静
枝

　

甘
粕　

静
枝

6666　

市
島　

正
巳

　

市
島　

正
巳

7070　

小
川　

亮
一

　

小
川　

亮
一

7070　

永
見　

完
治

　

永
見　

完
治

7474　

廣
井　

公
明

　

廣
井　

公
明

7979　

上
田　
　

茂

　

上
田　
　

茂

7979　

臼
杵
千
枝
子

　

臼
杵
千
枝
子

8080　

柏
原　

路
子

　

柏
原　

路
子

8080　

柏
原　

了
永

　

柏
原　

了
永

8080　

武
田　

英
徳

　

武
田　

英
徳

8080　

吉
井　

宣
明

　

吉
井　

宣
明

8181　

青
木　

孝
夫

　

青
木　

孝
夫

8383　

志
田　

喜
廣

　

志
田　

喜
廣

8383　

外
山
八
重
子

　

外
山
八
重
子

8383　

横
山　

千
雪

　

横
山　

千
雪

8585　

西
沢　
　

稔

　

西
沢　
　

稔

8686　

西
脇　

道
夫

　

西
脇　

道
夫

8787　

栗
林　

淳
子

　

栗
林　

淳
子

8888　

宇
木　

茂
樹

　

宇
木　

茂
樹

8989　

栗
田　

宗
明

　

栗
田　

宗
明

9090　

本
間
由
紀
子

　

本
間
由
紀
子

102102　

仲
屋　
　

淳

　

仲
屋　
　

淳

107107　

青
山　

洋
一

　

青
山　

洋
一

109109　

木
村　

正
彦

　

木
村　

正
彦

110110　

園
田
健
太
郎

　

園
田
健
太
郎

113113　

吉
井　

宣
仁

　

吉
井　

宣
仁

118118　

小
山　

文
恵

　

小
山　

文
恵

静
岡
県
東
部
支
部
経
由

三
千
円

6565　

水
口　
　

巧

　

水
口　
　

巧

6868　

桑
原　

正
章

　

桑
原　

正
章

6868　

近
藤　
　

基

　

近
藤　
　

基

6969　

佐
藤
作
太
郎

　

佐
藤
作
太
郎

7171　

山
平　

公
一

　

山
平　

公
一

7272　

岡
部　

敬
武

　

岡
部　

敬
武

7272　

勝
又　

長
見

　

勝
又　

長
見

7272　

中
島
毅
一
郎

　

中
島
毅
一
郎

7474　

土
屋　
　

平

　

土
屋　
　

平

7474　

米
倉　

和
子

　

米
倉　

和
子

7676　

小
嶋　

隆
雄

　

小
嶋　

隆
雄

7676　

笹
沼　

昭
二

　

笹
沼　

昭
二

7676　

田
村
加
代
子

　

田
村
加
代
子

7676　

森
嶋　

幸
子

　

森
嶋　

幸
子

7777　

森
脇　

泰
子

　

森
脇　

泰
子

7878　

池
田　

行
雄

　

池
田　

行
雄

7878　

大
島　

文
弘

　

大
島　

文
弘

7979　

牧
野　

節
和

　

牧
野　

節
和

7979　

水
口　

友
子

　

水
口　

友
子

8080　

高
田　

幸
久

　

高
田　

幸
久

8181　

福
木　

洋
一

　

福
木　

洋
一

8282　

大
川　
　

公

　

大
川　
　

公

8383　

古
川　

洋
一

　

古
川　

洋
一

8484　

川
口　

孝
博

　

川
口　

孝
博

8484　

田
村　

廣
光

　

田
村　

廣
光

8484　

山
本　

良
一

　

山
本　

良
一

8585　

秋
津　
　

温

　

秋
津　
　

温

8585　

岡
田　
　

修

　

岡
田　
　

修

8585　

勝
又　

荘
吾

　

勝
又　

荘
吾

8585　

原　
　

嘉
孝

　

原　
　

嘉
孝

8585　

宮
本　

邦
彦

　

宮
本　

邦
彦

8686　

渡
辺　

淳
子

　

渡
辺　

淳
子

8787　

草
茅　

祐
子

　

草
茅　

祐
子

8787　

後
藤　
　

覚

　

後
藤　
　

覚

8787　

土
佐
谷　

惇

　

土
佐
谷　

惇

8787　

土
佐
谷
秀
子

　

土
佐
谷
秀
子

8787　

野
村　

芳
照

　

野
村　

芳
照

8888　

遠
藤　

秀
和

　

遠
藤　

秀
和

8888　

水
谷　

智
賢

　

水
谷　

智
賢

8989　

石
井　

昌
明

　

石
井　

昌
明

8989　

金
刺　

貴
彦

　

金
刺　

貴
彦

9090　

植
松　

英
生

　

植
松　

英
生

9090　

齊
藤　
　

覚

　

齊
藤　
　

覚

9191　

大
丸　

眞
美

　

大
丸　

眞
美

9292　

植
松　

秀
充

　

植
松　

秀
充

9292　

土
屋　

和
芳

　

土
屋　

和
芳

9393　

小
宮　
　

隆

　

小
宮　
　

隆

9494　

石
田　

金
也

　

石
田　

金
也

9494　

稲
岡　

孝
宣

　

稲
岡　

孝
宣

9494　

小
宮　

和
江

　

小
宮　

和
江

9595　

稲
葉　
　

健

　

稲
葉　
　

健

9595　

奥
村　

徹
也

　

奥
村　

徹
也

9595　

齊
藤　
　

篤

　

齊
藤　
　

篤

9595　

前
田　

恵
美

　

前
田　

恵
美

9898　

加
藤　

伸
司

　

加
藤　

伸
司

9898　

沈　
　

久
美

　

沈　
　

久
美

9999　

伊
藤　

政
嗣

　

伊
藤　

政
嗣

100100　

雨
宮　

盛
克

　

雨
宮　

盛
克

100100　

畑
中　

稔
也

　

畑
中　

稔
也

101101　　
泉
明
寺
み
ず
ほ

泉
明
寺
み
ず
ほ

101101　

眞
野　

和
人

　

眞
野　

和
人

102102　

矢
田
部
盛
男

　

矢
田
部
盛
男

103103　

大
川　

直
子

　

大
川　

直
子

103103　

望
月　

千
江

　

望
月　

千
江

105105　

松
田　

貴
史

　

松
田　

貴
史

106106　

浅
井　

克
彦

　

浅
井　

克
彦

107107　

渡
邉　

龍
一

　

渡
邉　

龍
一

109109　

白
岩　

正
次

　

白
岩　

正
次

111111　

高
畠　
　

弘

　

高
畠　
　

弘

113113　

土
佐
谷　

允

　

土
佐
谷　

允

114114　

小
菅　

浩
之

　

小
菅　

浩
之

114114　

鈴
木　

成
年

　

鈴
木　

成
年

114114　

中
村　

真
仁

　

中
村　

真
仁

115115　

岩
田　
　

繁

　

岩
田　
　

繁

116116　

櫻
井　

紀
彦

　

櫻
井　

紀
彦

116116　

原　
　

崇
洋

　

原　
　

崇
洋

117117　

池
田　

幸
司

　

池
田　

幸
司

119119　

土
佐
谷　

繁

　

土
佐
谷　

繁

120120　

井
出　

貴
文

　

井
出　

貴
文

122122　

山
本　
　

拓

　

山
本　
　

拓

126126　

大
川　

睦
生

　

大
川　

睦
生

127127　

高
松　

慎
至

　

高
松　

慎
至

127127　

升
山　

顕
耀

　

升
山　

顕
耀

128128　

関
野　

愛
依

　

関
野　

愛
依

128128　

野
口　

敏
隆

　

野
口　

敏
隆

128128　

山
城　

翔
大

　

山
城　

翔
大

129129　

河
野　

忠
由

　

河
野　

忠
由

129129　

齊
藤　

淳
子

　

齊
藤　

淳
子

129129　

渡
邉　

眞
也

　

渡
邉　

眞
也

130130　

田
村　

一
紗

　

田
村　

一
紗

130130　

宮
澤　

啓
太

　

宮
澤　

啓
太

131131　

後
藤　

英
徳

　

後
藤　

英
徳

132132　

佐
藤
め
ぐ
み

　

佐
藤
め
ぐ
み

132132　

楢
木　

大
介

　

楢
木　

大
介

132132　

八
木　

優
光

　

八
木　

優
光

132132　

渡
邉　

宥
佳

　

渡
邉　

宥
佳

133133　

矢
野　

照
樹

　

矢
野　

照
樹

静
岡
県
中
部
支
部
経
由

三
千
円

6060　

藤
浪　

俊
夫

　

藤
浪　

俊
夫

6363　

高
槻　

徹
次

　

高
槻　

徹
次

6868　

樫
下　
　

亘

　

樫
下　
　

亘

7171　

内
山　

信
春

　

内
山　

信
春

7171　

内
海　

泰
彦

　

内
海　

泰
彦

7272　

青
木　

充
磨

　

青
木　

充
磨

7272　

森　
　

英
樹

　

森　
　

英
樹

7474　

瀧
本　

進
士

　

瀧
本　

進
士

7575　

満
間　

征
夫

　

満
間　

征
夫

7676　

青
島　

勝
昭

　

青
島　

勝
昭

7878　

尾
崎　

富
義

　

尾
崎　

富
義

7878　

鈴
木　

隆
夫

　

鈴
木　

隆
夫

7878　

瀧
本　

正
道

　

瀧
本　

正
道

7979　

多
田　
　

計

　

多
田　
　

計

7979　

松
下　

正
之

　

松
下　

正
之

8080　

天
野　
　

忍

　

天
野　
　

忍

8080　

伊
野
口
仁
一

　

伊
野
口
仁
一

8080　

水
嶋　

八
束

　

水
嶋　

八
束

8383　

桜
井　
　

仁

　

桜
井　
　

仁

8383　

三
輪　

宣
朗

　

三
輪　

宣
朗

8484　

平
野　

充
彦

　

平
野　

充
彦

8484　

藤
本　

雅
通

　

藤
本　

雅
通

8585　

繁
原　

幸
子

　

繁
原　

幸
子

8686　

香
味　
　

守

　

香
味　
　

守

8686　

永
田　

昌
志

　

永
田　

昌
志

8787　

青
嶋
甲
子
雄

　

青
嶋
甲
子
雄

8888　

小
泉　

住
雄

　

小
泉　

住
雄

8888　

苦
竹　

泰
秀

　

苦
竹　

泰
秀

8888　

姫
岡　

恭
彦

　

姫
岡　

恭
彦

8989　

仁
科　

泰
彦

　

仁
科　

泰
彦

9090　

芦
原　

久
雄

　

芦
原　

久
雄

9090　

鈴
木　

直
樹

　

鈴
木　

直
樹

9090　

鈴
木　

道
子

　

鈴
木　

道
子

9090　

滝
浪　
　

泰

　

滝
浪　
　

泰

9292　

村
瀬　

隆
彦

　

村
瀬　

隆
彦

9393　

岡
村　
　

渉

　

岡
村　
　

渉

9393　

森
田　

拓
子

　

森
田　

拓
子

9393　

八
木　

良
弘

　

八
木　

良
弘

9494　

伊
藤　

裕
司

　

伊
藤　

裕
司

9494　

鈴
木　

啓
央

　

鈴
木　

啓
央

9595　

寺
尾　

祐
一

　

寺
尾　

祐
一

9797　

中
川　

律
子

　

中
川　

律
子

9898　

高
橋　

一
之

　

高
橋　

一
之

9999　

河
合　
　

修

　

河
合　
　

修

9999　

小
杉　

明
史

　

小
杉　

明
史

101101　

浅
井　

清
継

　

浅
井　

清
継

103103　

大
沢　

哲
也

　

大
沢　

哲
也

103103　

保
坂　

仁
司

　

保
坂　

仁
司

104104　

大
森　

信
宏

　

大
森　

信
宏

104104　

瀧
本　

良
子

　

瀧
本　

良
子

105105　

鮫
島　
　

功

　

鮫
島　
　

功

108108　

藤
本　
　

大

　

藤
本　
　

大

109109　

齋
藤　
　

曜

　

齋
藤　
　

曜

109109　

長
橋　

正
樹

　

長
橋　

正
樹

110110　

杉
山　

智
昭

　

杉
山　

智
昭

116116　

松
下　

国
正

　

松
下　

国
正

117117　

宮
城
島
由
貴

　

宮
城
島
由
貴

118118　

海
野　

貴
嗣

　

海
野　

貴
嗣

118118　

谷
田　

和
悠

　

谷
田　

和
悠

120120　

森　

千
早
都

　

森　

千
早
都

121121　

伊
藤　

貴
彦

　

伊
藤　

貴
彦

123123　

石
原　

祐
生

　

石
原　

祐
生

128128　

鈴
木
ひ
か
る

　

鈴
木
ひ
か
る

128128　

丸
尾　

良
樹

　

丸
尾　

良
樹

131131　

高
橋　

龍
矢

　

高
橋　

龍
矢

131131　

山
本　

竜
也

　

山
本　

竜
也

大
阪
府
支
部
経
由

三
千
円

8787　

阪
井　

正
明

　

阪
井　

正
明

9696　

薄
井　

健
史

　

薄
井　

健
史

9999　

中
野　

信
治

　

中
野　

信
治

117117　

阪
井　

孝
光

　

阪
井　

孝
光

兵
庫
県
支
部
経
由

三
千
円

8080　

工
藤　

敏
夫

　

工
藤　

敏
夫

8585　

澤
田　

正
幸

　

澤
田　

正
幸

奈
良
県
支
部
経
由

三
千
円

8282　

久
保
田
昌
孝

　

久
保
田
昌
孝

8585　

西
野　

敬
一

　

西
野　

敬
一

8787　

中
熊　

義
貢

　

中
熊　

義
貢

8888　

伊
勢　

久
夫

　

伊
勢　

久
夫

9090　

北
島　

利
雄

　

北
島　

利
雄

9393　

長
倉　

健
一

　

長
倉　

健
一

9999　

北
村　

靖
彦

　

北
村　

靖
彦

123123　

園
池　

庸
平

　

園
池　

庸
平

◆　◆　

◆◆

本
部
直
納

九
千
円

7676　

永
井　

宏
一

　

永
井　

宏
一

7878　

新
保　

利
隆

　

新
保　

利
隆

六
千
円

6767　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

7878　

田
辺　

勇
策

　

田
辺　

勇
策

8484　

増
子　

克
紀

　

増
子　

克
紀

8888　

山
本　

徳
光

　

山
本　

徳
光

9090　

岡
部　

利
彦

　

岡
部　

利
彦

9595　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

三
千
円

推　

中
野　

貴
元

推　

中
野　

貴
元

6161　

島
村　
　

宏

　

島
村　
　

宏

6262　

北
條　

俊
朗

　

北
條　

俊
朗

6464　

平
賀
日
出
世

　

平
賀
日
出
世

6565　

佐
藤　

公
聰

　

佐
藤　

公
聰

6666　

竹
前　

明
美

　

竹
前　

明
美

6666　

山
元　

敦
美

　

山
元　

敦
美

6767　

池
野　

恒
弘

　

池
野　

恒
弘

6767　

伊
藤　

善
啓

　

伊
藤　

善
啓

6767　

河
崎　

恭
典

　

河
崎　

恭
典

6767　

田
尻　

友
一

　

田
尻　

友
一

6868　

北
浦　

勝
平

　

北
浦　

勝
平

6868　

千
葉　

六
男

　

千
葉　

六
男

6868　

山
川　

哲
子

　

山
川　

哲
子

6969　

今
井　

弘
雄

　

今
井　

弘
雄

6969　

小
林
は
る
み

　

小
林
は
る
み

6969　

佐
野　

嘉
子

　

佐
野　

嘉
子

6969　

田
代　

壽
興

　

田
代　

壽
興

6969　

浜
中　

常
雅

　

浜
中　

常
雅

6969　

本
田　

勝
義

　

本
田　

勝
義

6969　

峰
村　

千
弘

　

峰
村　

千
弘

6969　

吉
野　

高
明

　

吉
野　

高
明

7070　

大
久
保　

孝

　

大
久
保　

孝

7070　

金
井　

泰
子

　

金
井　

泰
子

7070　

木
内　

圀
郎

　

木
内　

圀
郎

7070　

笹
原　

浩
子

　

笹
原　

浩
子

7070　

鈴
木　

利
昌

　

鈴
木　

利
昌

7070　

天
花
寺
久
恵

　

天
花
寺
久
恵

7070　

中
山　
　

修

　

中
山　
　

修

7070　

古
川　

紘
一

　

古
川　

紘
一

7171　

伊
藤　
　

喆

　

伊
藤　
　

喆

7171　

蕪
木　

弘
道

　

蕪
木　

弘
道

7171　

平
岡　

好
直

　

平
岡　

好
直

7171　

三
原
五
九
生

　

三
原
五
九
生

7272　

跡
部　

忠
久

　

跡
部　

忠
久

7272　

見
村　

文
彬

　

見
村　

文
彬

7272　

百
瀬　
　

渡

　

百
瀬　
　

渡

7373　

江
上　

壽
幸

　

江
上　

壽
幸

7373　

岡
前　

凱
允

　

岡
前　

凱
允

7373　

菊
永　

国
弘

　

菊
永　

国
弘

7373　

昆　
　

弘
盛

　

昆　
　

弘
盛

7373　

庄
司　

美
佳

　

庄
司　

美
佳

7373　

芹
ヶ
野
憲
一

　

芹
ヶ
野
憲
一

7373　

平
岩　

久
敏

　

平
岩　

久
敏

7373　

吉
成　

直
樹

　

吉
成　

直
樹

7474　

有
賀　

伸
興

　

有
賀　

伸
興

7474　

大
森　

菜
々

　

大
森　

菜
々

7474　

河
本　

陽
子

　

河
本　

陽
子

7474　

澤
木　

英
治

　

澤
木　

英
治

7474　

瀬
古　
　

宏

　

瀬
古　
　

宏

7474　

前
川　

圀
彦

　

前
川　

圀
彦

7575　

明
石　

武
重

　

明
石　

武
重

7575　

加
藤　
　

隆

　

加
藤　
　

隆

7575　

小
館
征
四
郎

　

小
館
征
四
郎

7575　

志
垣　

圭
一

　

志
垣　

圭
一

7575　

山
崎　

政
利

　

山
崎　

政
利

7676　

伊
藤　

泓
子

　

伊
藤　

泓
子

7676　

宇
部　

豊
隆

　

宇
部　

豊
隆

7676　

清
水　

恒
雄

　

清
水　

恒
雄

7676　

平
野　

礼
子

　

平
野　

礼
子

7777　

荒
井　

正
徳

　

荒
井　

正
徳

7777　

石
山　

克
之

　

石
山　

克
之

7777　

猪
爪　

久
男

　

猪
爪　

久
男

7777　

印
藤
ひ
ろ
子

　

印
藤
ひ
ろ
子

7777　

田
代　

計
之

　

田
代　

計
之

7777　

田
中　

正
博

　

田
中　

正
博

7777　

田
邉　

正
行

　

田
邉　

正
行

7777　

西　
　

義
勝

　

西　
　

義
勝

7777　

樋
口　

豊
子

　

樋
口　

豊
子

7878　

刑
部　

孝
一

　

刑
部　

孝
一

7878　

田
中　

和
子

　

田
中　

和
子

7878　

戸
澤　

明
夫

　

戸
澤　

明
夫

7878　

松
田　

和
子

　

松
田　

和
子

7878　

谷
部　

忠
志

　

谷
部　

忠
志

7878　

四
柳　

一
麿

　

四
柳　

一
麿

7979　

新
井　

保
夫

　

新
井　

保
夫

7979　

五
十
嵐
一
郎

　

五
十
嵐
一
郎

7979　

五
十
嵐
雅
子

　

五
十
嵐
雅
子

7979　

池
田　

明
美

　

池
田　

明
美

7979　

一
田　

次
郎

　

一
田　

次
郎

7979　

岡
野　

哲
郎

　

岡
野　

哲
郎

7979　

金
築　

芳
之

　

金
築　

芳
之

7979　

川
崎　

俊
子

　

川
崎　

俊
子

7979　

斎
藤　

直
己

　

斎
藤　

直
己

7979　

中
川　

健
一

　

中
川　

健
一

7979　

中
村　

昭
則

　

中
村　

昭
則

7979　

原　
　

憲
吾

　

原　
　

憲
吾

7979　

町
山　
　

徹

　

町
山　
　

徹

7979　

松
本　

國
廣

　

松
本　

國
廣

7979　

横
山　

俊
明

　

横
山　

俊
明

8080　

石
川　

正
明

　

石
川　

正
明

8080　

伊
東
佐
和
子

　

伊
東
佐
和
子

8080　

大
原　

康
男

　

大
原　

康
男

8080　

小
沢　

美
明

　

小
沢　

美
明

8080　

川
船　

京
子

　

川
船　

京
子

8080　

玉
井　

治
夫

　

玉
井　

治
夫

8080　

手
島　

基
行

　

手
島　

基
行

8080　

中
野　

敬
視

　

中
野　

敬
視

8080　

宮
本　

明
雄

　

宮
本　

明
雄

8181　

伊
藤　

洋
一

　

伊
藤　

洋
一

8181　

宇
野　

恭
代

　

宇
野　

恭
代

8181　

鹿
島　

興
二

　

鹿
島　

興
二

8181　

北
川　

憲
史

　

北
川　

憲
史

8181　

澤
口　

達
也

　

澤
口　

達
也

8181　

竹
居　

隆
一

　

竹
居　

隆
一

8181　

矢
澤　

敏
司

　

矢
澤　

敏
司

8181　

湯
浅　

典
男

　

湯
浅　

典
男

8181　

吉
田　

武
章

　

吉
田　

武
章

8282　

荒
井　

惠
子

　

荒
井　

惠
子

8282　

岩
﨑　

建
生

　

岩
﨑　

建
生

8282　

大
金　
　

博

　

大
金　
　

博

8282　

梶
山　

光
男

　

梶
山　

光
男

8282　

川
上　

幸
彦

　

川
上　

幸
彦

8282　

渋
谷　

栄
一

　

渋
谷　

栄
一

8282　

鈴
木　

正
広

　

鈴
木　

正
広

8282　

徳
久　

俊
彦

　

徳
久　

俊
彦

8282　

中
西　

雅
俊

　

中
西　

雅
俊

8282　

村
山　

良
幸

　

村
山　

良
幸

8383　

鵜
島　

直
子

　

鵜
島　

直
子

8383　

江
口　

彰
夫

　

江
口　

彰
夫

8383　

岡
田　

明
三

　

岡
田　

明
三

8383　

櫻
井　

健
一

　

櫻
井　

健
一

8383　

福
田　
　

勉

　

福
田　
　

勉

8383　

船
橋　

幸
夫

　

船
橋　

幸
夫

8383　

古
川　

洋
一

　

古
川　

洋
一

8383　

本
多　

伸
一

　

本
多　

伸
一

8383　

渡
辺　

英
司

　

渡
辺　

英
司

8484　

今
林　

友
治

　

今
林　

友
治

8484　

大
竹
美
樹
子

　

大
竹
美
樹
子

8484　

栗
原　

祥
行

　

栗
原　

祥
行

8484　

大
藤　

豊
巳

　

大
藤　

豊
巳

8484　

宮
田
登
美
子

　

宮
田
登
美
子

8585　

佐
々
木
康
之

　

佐
々
木
康
之

8585　

志
賀　

広
文

　

志
賀　

広
文

8585　

谷
内　

修
一

　

谷
内　

修
一

8686　

岩
本　

俊
憲

　

岩
本　

俊
憲

8686　

中
村　

泰
広

　

中
村　

泰
広

8686　

宮
入　

節
子

　

宮
入　

節
子

8787　

野
澤　

一
彦

　

野
澤　

一
彦

8787　

福
田
晋
一
郎

　

福
田
晋
一
郎

8787　

間
宮　
　

敏

　

間
宮　
　

敏

8787　

若
林　

敏
明

　

若
林　

敏
明

8888　

伊
藤　

良
隆

　

伊
藤　

良
隆

8888　

遠
藤　

靖
宏

　

遠
藤　

靖
宏

8888　

品
村　

圭
一

　

品
村　

圭
一

8888　

成
井　

正
人

　

成
井　

正
人

8989　

大
場　
　

正

　

大
場　
　

正

8989　

笹
本　

良
雄

　

笹
本　

良
雄

8989　

松
原　

弘
毅

　

松
原　

弘
毅

9090　

北
島　

建
孝

　

北
島　

建
孝

9090　

泉
波
希
久
子

　

泉
波
希
久
子

9090　

村
田　

正
俊

　

村
田　

正
俊

9090　

和
田　

聖
明

　

和
田　

聖
明

9191　

伊
藤　

達
欧

　

伊
藤　

達
欧

9191　

鎌
野　

千
晴

　

鎌
野　

千
晴

9191　

設
楽
千
佳
子

　

設
楽
千
佳
子

9191　

田
中　
　

浩

　

田
中　
　

浩

9191　

中
山　

昌
彦

　

中
山　

昌
彦

9191　

平
井　
　

淳

　

平
井　
　

淳

9191　

正
富　

元
邦

　

正
富　

元
邦

9191　

森　
　
　

聡

　

森　
　
　

聡

9191　

吉
川
ゆ
か
り

　

吉
川
ゆ
か
り

9292　

毛
塚　

雅
人

　

毛
塚　

雅
人

9292　

嶋
田　

高
之

　

嶋
田　

高
之

9292　

谷　
　

浩
行

　

谷　
　

浩
行

9292　

津
島　

康
男

　

津
島　

康
男

9292　

西
山　

正
敏

　

西
山　

正
敏

9292　

橋
本　
　

敦

　

橋
本　
　

敦

9292　

林　
　

武
利

　

林　
　

武
利

9292　

水
野　

靖
久

　

水
野　

靖
久

9393　

浅
見　

敦
夫

　

浅
見　

敦
夫

9393　

飯
泉　

健
司

　

飯
泉　

健
司

9393　

門
脇　

浩
之

　

門
脇　

浩
之

9393　

小
圷　

恵
江

　

小
圷　

恵
江

9393　

篠
宮　

和
美

　

篠
宮　

和
美

9393　

高
橋　
　

了

　

高
橋　
　

了

9393　

竹
内　

麻
里

　

竹
内　

麻
里

9393　

松
岡　

茂
房

　

松
岡　

茂
房

9393　

山
北　

栄
治

　

山
北　

栄
治

9393　

渡
邉
く
み
子

　

渡
邉
く
み
子

9494　

植
田　

和
博

　

植
田　

和
博

9494　

川
津　

浩
一

　

川
津　

浩
一

9494　

豊
口　

健
治

　

豊
口　

健
治

9494　

不
嶋　

秀
仁

　

不
嶋　

秀
仁

9595　

池
内　

金
明

　

池
内　

金
明

9595　

柴
田　

覚
尊

　

柴
田　

覚
尊

9595　

藤
野　

久
信

　

藤
野　

久
信

9595　

宮
澤　
　

稔

　

宮
澤　
　

稔

9696　

飯
野　

勝
利

　

飯
野　

勝
利

9696　

伊
藤　

直
子

　

伊
藤　

直
子

9696　

川
津　

千
子

　

川
津　

千
子

9696　

濱
田　

哲
也

　

濱
田　

哲
也

9797　

伊
藤　

康
夫

　

伊
藤　

康
夫

9797　

金
山　

真
吾

　

金
山　

真
吾

9797　

深
澤　

和
晃

　

深
澤　

和
晃

9797　

山
田　

敏
行

　

山
田　

敏
行

9898　

小
泉　

佳
子

　

小
泉　

佳
子

9898　

松
長　

直
道

　

松
長　

直
道

9999　

川
端　

清
倫

　

川
端　

清
倫

9999　

中
村　
　

徹

　

中
村　
　

徹

101101　

池
田　

隆
正

　

池
田　

隆
正

101101　

内
藤　

至
人

　

内
藤　

至
人

101101　

山
田
英
一
郎

　

山
田
英
一
郎

102102　

阿
部　

和
子

　

阿
部　

和
子

102102　

小
林　

綾
子

　

小
林　

綾
子

102102　

花
ケ
前
盛
仁

　

花
ケ
前
盛
仁

102102　

深
沢
美
智
子

　

深
沢
美
智
子

103103　

遠
藤　

重
和

　

遠
藤　

重
和

103103　

山
名　
　

徹

　

山
名　
　

徹

104104　

高
坂
あ
ゆ
み

　

高
坂
あ
ゆ
み

104104　

元
田　

文
裕

　

元
田　

文
裕

104104　

山
本　

健
裕

　

山
本　

健
裕

105105　

沼
部　

文
彰

　

沼
部　

文
彰

106106　

小
杉
奈
生
子

　

小
杉
奈
生
子

106106　

清
水　

信
宏

　

清
水　

信
宏

106106　

千
葉　

千
鶴

　

千
葉　

千
鶴

107107　

相
場　

健
二

　

相
場　

健
二

107107　

古
田
健
一
郎

　

古
田
健
一
郎

109109　

清
水　

美
穂

　

清
水　

美
穂

109109　

仲
里　

桃
子

　

仲
里　

桃
子

110110　

高
原　

一
樹

　

高
原　

一
樹

110110　

富
田　

和
照

　

富
田　

和
照

110110　

本
田　
　

忠

　

本
田　
　

忠

112112　

梅
山　

尚
史

　

梅
山　

尚
史

113113　

畠
山
大
二
郎

　

畠
山
大
二
郎

114114　

山
崎
翔
一
朗

　

山
崎
翔
一
朗

115115　

大
角　

謙
一

　

大
角　

謙
一

116116　

加
藤　

道
子

　

加
藤　

道
子

117117　

澁
谷　

和
貴

　

澁
谷　

和
貴

117117　

高
橋
彩
翔
子

　

高
橋
彩
翔
子

118118　

伊
藤　

三
佳

　

伊
藤　

三
佳

118118　

鳥
屋　

晃
一

　

鳥
屋　

晃
一

119119　

大
坪　

正
樹

　

大
坪　

正
樹

119119　

柴
田　

恵
美

　

柴
田　

恵
美

119119　

東
郷　

茂
彦

　

東
郷　

茂
彦

119119　

宮
入　

充
志

　

宮
入　

充
志

120120　

間
宮　

康
仁

　

間
宮　

康
仁

129129　

山
崎　

綾
子

　

山
崎　

綾
子

京
都
府
支
部
経
由

二
万
円

7474　

田
村　

浩
子

　

田
村　

浩
子

大
阪
府
支
部
経
由

二
万
円

123123　

藤
江　

寛
司

　

藤
江　

寛
司

兵
庫
県
支
部
経
由

二
万
円

123123　

井
戸　

典
子

　

井
戸　

典
子

◆　◆　

◆◆

本
部
直
納

十
二
万
円

8484　

鈴
木　

玲
子

　

鈴
木　

玲
子

二
万
円

6767　

加
藤　

隆
久

　

加
藤　

隆
久

7070　

高
橋　

昭
代

　

高
橋　

昭
代

7272　

白
澤
智
恵
子

　

白
澤
智
恵
子

7272　

田
中　

克
昭

　

田
中　

克
昭

7272　

山
名　

隆
弘

　

山
名　

隆
弘

7373　

上
保　

正
道

　

上
保　

正
道

7373　

櫻
井　

正
己

　

櫻
井　

正
己

7373　

宝
金　

祐
吉

　

宝
金　

祐
吉

7575　

岡
本　

重
男

　

岡
本　

重
男

7575　

高
梨　

恵
子

　

高
梨　

恵
子

7676　

相
澤　

勝
寿

　

相
澤　

勝
寿

7878　

黒
木　

治
夫

　

黒
木　

治
夫

7979　

小
西　

正
子

　

小
西　

正
子

7979　

陣
野
原　

勝

　

陣
野
原　

勝

7979　

田
林　

玉
子

　

田
林　

玉
子

8181　

内
田　

雅
久

　

内
田　

雅
久

8181　

藤
井　

謙
一

　

藤
井　

謙
一

8181　

御
厨　

敏
勝

　

御
厨　

敏
勝

8282　

加
藤　

博
幸

　

加
藤　

博
幸

8282　

神
保　
　

等

　

神
保　
　

等

8282　

森
田　

恵
子

　

森
田　

恵
子

8383　

石
本
龍
太
郎

　

石
本
龍
太
郎

8383　

高
橋
真
智
子

　

高
橋
真
智
子

8484　

重
川　

哲
志

　

重
川　

哲
志

8484　

加
藤　
　

泉

　

加
藤　
　

泉

8484　

川
上　
　

健

　

川
上　
　

健

8484　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

8484　

晴
山　

義
昭

　

晴
山　

義
昭

8484　

山
口　

健
一

　

山
口　

健
一

8585　

橋
本　

好
造

　

橋
本　

好
造

8686　

越
後
屋
信
宏

　

越
後
屋
信
宏

8686　

真
木　

千
明

　

真
木　

千
明

8787　

小
原　
　

勝

　

小
原　
　

勝

8787　

河
崎　

正
幸

　

河
崎　

正
幸

8787　

北
川　
　

都

　

北
川　
　

都

8787　

新
谷　

邦
枝

　

新
谷　

邦
枝

8787　

椿
田　

利
之

　

椿
田　

利
之

8787　

中
山　
　

勝

　

中
山　
　

勝

8888　

石
山　
　

巖

　

石
山　
　

巖

8888　

斎
藤　

俊
之

　

斎
藤　

俊
之

8888　

高
野　

和
美

　

高
野　

和
美

8989　

岡
崎　

潔
人

　

岡
崎　

潔
人

8989　

鈴
木　

瑞
麿

　

鈴
木　

瑞
麿

9191　

尾
上　

貴
宣

　

尾
上　

貴
宣

9191　

桐
敷　
　

茂

　

桐
敷　
　

茂

9191　

高
橋　

邦
夫

　

高
橋　

邦
夫

9191　

東
深
澤
貴
行

　

東
深
澤
貴
行

9292　

松
谷　
　

俊

　

松
谷　
　

俊

9292　

宮
本　
　

孝

　

宮
本　
　

孝

9393　

浅
海　

純
一

　

浅
海　

純
一

9393　

城
戸
加
代
子

　

城
戸
加
代
子

9393　

高
倉　

政
憲

　

高
倉　

政
憲

9393　

野
村
木
乃
実

　

野
村
木
乃
実

9494　

石
澤　

公
彦

　

石
澤　

公
彦

9494　

桑
島　

幸
永

　

桑
島　

幸
永

9494　

田
中　

伸
一

　

田
中　

伸
一

9494　

土
屋　

和
彦

　

土
屋　

和
彦

9595　

前
田　

瑞
国

　

前
田　

瑞
国

9696　

奥
澤　

明
裕

　

奥
澤　

明
裕

9696　

河
野　

和
彦

　

河
野　

和
彦

9696　

杉
原　

秀
圭

　

杉
原　

秀
圭

9797　

岡
田　
　

裕

　

岡
田　
　

裕

9797　

川
上　

一
美

　

川
上　

一
美

9797　

久
保
木
絵
利

　

久
保
木
絵
利

9898　

磐
梨　

文
孝

　

磐
梨　

文
孝

9898　

長
澤　

好
晃

　

長
澤　

好
晃

9999　

宇
賀
神
友
之

　

宇
賀
神
友
之

9999　

佐
伯　

道
彦

　

佐
伯　

道
彦

9999　

塩
地　

悟
史

　

塩
地　

悟
史

9999　

篠
原　

和
志

　

篠
原　

和
志

9999　

増
子　

文
博

　

増
子　

文
博

9999　

松
浦　

正
敏

　

松
浦　

正
敏

100100　

松
岡　

利
江

　

松
岡　

利
江

101101　

高
木　

修
輔

　

高
木　

修
輔

102102　

荒
井　

清
志

　

荒
井　

清
志

102102　

松
村　

愉
文

　

松
村　

愉
文

103103　

浦
田
さ
ゆ
り

　

浦
田
さ
ゆ
り

103103　

小
松　

謙
一

　

小
松　

謙
一

103103　

佐
藤　

岩
男

　

佐
藤　

岩
男

103103　

宮
崎　

紀
子

　

宮
崎　

紀
子

103103　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

106106　

植
木　

貴
房

　

植
木　

貴
房

106106　

内
山　

浩
二

　

内
山　

浩
二

107107　

伊
藤　

正
子

　

伊
藤　

正
子

108108　

木
村　

悦
暢

　

木
村　

悦
暢

113113　

瀬
戸　
　

梢

　

瀬
戸　
　

梢

114114　

高
井
美
恵
花

　

高
井
美
恵
花

114114　

千
種　

太
陽

　

千
種　

太
陽

118118　

加
藤　

法
子

　

加
藤　

法
子

118118　

瀬
尾　

直
史

　

瀬
尾　

直
史

119119　

小
林　

竜
幸

　

小
林　

竜
幸

124124　

山
中　

晴
香

　

山
中　

晴
香

十
万
円

神
宮
院
友
会

神
宮
院
友
会

7070　

大
鳥
居
信
史

　

大
鳥
居
信
史

五
万
円

8484　

川
上　
　

健

　

川
上　
　

健

三
万
円

7878　

丸
田　

量
康

　

丸
田　

量
康

7979　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

100100　

多
ケ
谷　

亮

　

多
ケ
谷　

亮

二
万
円

特　

藤
田
み
ど
り

特　

藤
田
み
ど
り

6060　

石
井　
　

皓

　

石
井　
　

皓

7272　

山
名　

隆
弘

　

山
名　

隆
弘

7676　

一
柳　
　

勇

　

一
柳　
　

勇

7878　

山
西　

啓
司

　

山
西　

啓
司

8080　

小
俣　

能
範

　

小
俣　

能
範

8383　

古
川　

洋
一

　

古
川　

洋
一

9191　

小
松　

治
己

　

小
松　

治
己

一
万
七
千
円

9292　

林　
　

武
利

　

林　
　

武
利

一
万
円

推　

横
山　
　

實

推　

横
山　
　

實

6060　

石
井　
　

皓

　

石
井　
　

皓

6666　

山
元　

敦
美

　

山
元　

敦
美

6868　

大
塚　

三
郎

　

大
塚　

三
郎

6969　

国
重　

勝
之

　

国
重　

勝
之

6969　

戸
澤　
　

務

　

戸
澤　
　

務

7070　

永
島　

淑
子

　

永
島　

淑
子

7070　

横
井　

政
代

　

横
井　

政
代

7171　

平
岡　

好
直

　

平
岡　

好
直

7272　

西
本　

直
彦

　

西
本　

直
彦

7272　

山
名　

隆
弘

　

山
名　

隆
弘

7373　

末
岡　

煕
章

　

末
岡　

煕
章

7474　

高
見
沢
武
次

　

高
見
沢
武
次

7474　

玉
井　

浩
二

　

玉
井　

浩
二

7575　

仲
野　

明
子

　

仲
野　

明
子

7777　

金
子　
　

勇

　

金
子　
　

勇

7777　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

7777　

宮
本　

信
行

　

宮
本　

信
行

7878　

渥
美　
　

昭

　

渥
美　
　

昭

7878　

宗
岡
由
利
子

　

宗
岡
由
利
子

7979　

山
本　

紀
子

　

山
本　

紀
子

8181　

宇
野　

恭
代

　

宇
野　

恭
代

8181　

小
柳
津
康
文

　

小
柳
津
康
文

8282　

上
田　
　

睦

　

上
田　
　

睦

8282　

小
林　

博
行

　

小
林　

博
行

8282　

相
良　

浩
文

　

相
良　

浩
文

8282　

武
田　

敦
隆

　

武
田　

敦
隆

8282　

谷
口　
　

修

　

谷
口　
　

修

8383　

込
宮　

久
夫

　

込
宮　

久
夫

8383　

米
原　

尊
仁

　

米
原　

尊
仁

8484　

重
川　

哲
志

　

重
川　

哲
志

8686　

斎
藤　

秀
良

　

斎
藤　

秀
良

8787　

九

　

九
鬼鬼　

家
隆

　

家
隆

8888　

品
村　

圭
一

　

品
村　

圭
一

8888　

本
木　

義
人

　

本
木　

義
人

9090　

堀
越　

賢
一

　

堀
越　

賢
一

9191　

桐
敷　
　

茂

　

桐
敷　
　

茂

9191　

田
中　
　

浩

　

田
中　
　

浩

9292　

金
井　

重
雄

　

金
井　

重
雄

9292　

塚
原　

裕
子

　

塚
原　

裕
子

9292　

武
藤　

充
孝

　

武
藤　

充
孝

9393　

浅
見　

敦
夫

　

浅
見　

敦
夫

9393　

柴
田　

宜
夫

　

柴
田　

宜
夫

9393　

早
川　

正
義

　

早
川　

正
義

9494　

川
津　

浩
一

　

川
津　

浩
一

9797　

内
藤　
　

健

　

内
藤　
　

健

9898　

高
橋　

礼
子

　

高
橋　

礼
子

100100　

山
本　

晋
也

　

山
本　

晋
也

104104　

大
野　

宗
胤

　

大
野　

宗
胤

104104　

和
智　

恵
一

　

和
智　

恵
一

107107　

田
村　
　

博

　

田
村　
　

博

110110　

富
田　

和
照

　

富
田　

和
照

114114　

高
井
美
恵
花

　

高
井
美
恵
花

125125　

長
谷
部
貴
則

　

長
谷
部
貴
則

七
千
円

6868　

桑
原　

正
章

　

桑
原　

正
章

7878　

松
田　

和
子

　

松
田　

和
子

8282　

荒
井　

惠
子

　

荒
井　

惠
子

9696　

伊
藤　

直
子

　

伊
藤　

直
子

六
千
円

112112　

浦
部　

千
尋

　

浦
部　

千
尋

五
千
円

6767　

河
崎　

恭
典

　

河
崎　

恭
典

7070　

池
田　

俊
雄

　

池
田　

俊
雄

7171　

大
久
保　

武

　

大
久
保　

武

7171　

高
松　

民
吉

　

高
松　

民
吉

7474　

有
賀　

伸
興

　

有
賀　

伸
興

7474　

大
洞　

一
成

　

大
洞　

一
成

7474　

所　
　
　

環

　

所　
　
　

環

7575　

栗
原　
　

彰

　

栗
原　
　

彰

7676　

戸
星　

善
元

　

戸
星　

善
元

7676　

新
田　

弘
子

　

新
田　

弘
子

7777　

下
戸　

直
一

　

下
戸　

直
一

7878　

刑
部　

孝
一

　

刑
部　

孝
一

7878　

村
野　
　

薫

　

村
野　
　

薫

7979　

高
橋　

昇
三

　

高
橋　

昇
三

8080　

宇
佐　

繁
子

　

宇
佐　

繁
子

8080　

喜
多
山
健
二

　

喜
多
山
健
二

8080　

工
藤　

敏
夫

　

工
藤　

敏
夫

8080　

小
林　
　

操

　

小
林　
　

操

8080　

徳
島　

義
次

　

徳
島　

義
次

8080　

吉
井　

宣
明

　

吉
井　

宣
明

8181　

松
澤　

俊
明

　

松
澤　

俊
明

8181　

村
瀬　

昇
一

　

村
瀬　

昇
一

8282　

大
金　
　

博

　

大
金　
　

博

8383　

古
川　

洋
一

　

古
川　

洋
一

8484　

海
田　

通
寛

　

海
田　

通
寛

8585　

小
島　

照
江

　

小
島　

照
江

8686　

神
森　
　

正

　

神
森　
　

正

8686　

中
村　

泰
広

　

中
村　

泰
広

8787　

川
上　
　

理

　

川
上　
　

理

8787　

丹
治　

正
博

　

丹
治　

正
博

8787　

本
多　

隆
洋

　

本
多　

隆
洋

8888　

鈴
木　

明
子

　

鈴
木　

明
子

8989　

加
藤　

行
男

　

加
藤　

行
男

9090　

小
林　

雅
光

　

小
林　

雅
光

9090　

吉
田

　

吉
田　
　

隆

　
　

隆

9191　

中
山　

昌
彦

　

中
山　

昌
彦

9191　

平
井　
　

淳

　

平
井　
　

淳

9292　

谷　
　

浩
行

　

谷　
　

浩
行

9292　

山
下　

善
久

　

山
下　

善
久

9393　

牛
久
保　

聡

　

牛
久
保　

聡

9393　

廣
田　

篤
樹

　

廣
田　

篤
樹

9494　

植
田　

和
博

　

植
田　

和
博

9494　

徳
田　

達
治

　

徳
田　

達
治

9696　

石
井　

嘉
伸

　

石
井　

嘉
伸

9696　

川
津　

千
子

　

川
津　

千
子

9797　

甘
利　

文
一

　

甘
利　

文
一

9898　

葛
原　

秀
史

　

葛
原　

秀
史

9898　

小
泉　

佳
子

　

小
泉　

佳
子

9999　

宮
沢　

敦
務

　

宮
沢　

敦
務

100100　

鬼
生
田
顕
英

　

鬼
生
田
顕
英

100100　

松
本　
　

淳

　

松
本　
　

淳

101101　

上
田
桂
太
郎

　

上
田
桂
太
郎

102102　

尾
本　

恭
健

　

尾
本　

恭
健

103103　

佐
藤　

岩
男

　

佐
藤　

岩
男

106106　

阪
本　

美
雄

　

阪
本　

美
雄

110110　

西
崎　

洋
平

　

西
崎　

洋
平

115115　

坂
上　

眞
弥

　

坂
上　

眞
弥

116116　

坂
本　

枝
理

　

坂
本　

枝
理

116116　

荷
見　
　

輝

　

荷
見　
　

輝

〈

年

度

会

費

〉

会
費
等
納
入
者
芳
名

会
費
等
納
入
者
芳
名

あ
り
が
と
う

 
ご
ざ
い
ま
し
た

名
前
上
の
数
字
は
卒
業
期
。

「
推
」
は
理
事
会
承
認
の
会
員
。

「
特
」
は
会
員
と
は
な
っ
て
い
な

い
が
賛
同
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
。

（
敬
称
略
）

　
令
和
七
年
九
月
一
日
〜
令
和
八

年
一
月
三
十
一
日
納
入
分
ま
で
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
お
納
め
い
た
だ

　

皆
さ
ま
か
ら
お
納
め
い
た
だ

い
た
会
費
・
寄
付
金
は
同
窓
会

い
た
会
費
・
寄
付
金
は
同
窓
会

事
業
や
公
益
事
業
等
に
使
用
い

事
業
や
公
益
事
業
等
に
使
用
い

た
し
ま
す
。

た
し
ま
す
。

　

な
お
こ
の
会
報
と
一
緒
に

　

な
お
こ
の
会
報
と
一
緒
に

『
会
費
依
頼
に
つ
い
て
』
か

『
会
費
依
頼
に
つ
い
て
』
か

『
寄
付
金
の
依
頼
に
つ
い
て
』

『
寄
付
金
の
依
頼
に
つ
い
て
』

の
ど
ち
ら
か
の
チ
ラ
シ
が
同
封

の
ど
ち
ら
か
の
チ
ラ
シ
が
同
封

さ
れ
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け

さ
れ
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け

る
場
合
は
必
ず
振
込
用
紙
の
該

る
場
合
は
必
ず
振
込
用
紙
の
該

当
箇
所
に
金
額
を
ご
記
入
の

当
箇
所
に
金
額
を
ご
記
入
の

上
、
該
当
す
る
箇
所
に
○
を
つ

上
、
該
当
す
る
箇
所
に
○
を
つ

け
ご
入
金
い
た
だ
く
よ
う
お
願

け
ご
入
金
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

い
い
た
し
ま
す
。

〈

十

年

会

費

〉

一
万
円

9494　

川
津　

浩
一

　

川
津　

浩
一

118118　

小
山　

文
恵

　

小
山　

文
恵

119119　

板
井　

寛
幸

　

板
井　

寛
幸

120120　

西
尾　

尚
己

　

西
尾　

尚
己

120120　

横
山　

喜
好

　

横
山　

喜
好

121121　

長
谷
川
拓
也

　

長
谷
川
拓
也

125125　

高
橋　

直
人

　

高
橋　

直
人

125125　

水
橋　
　

翼

　

水
橋　
　

翼

129129　

勝
田　

啓
史

　

勝
田　

啓
史

129129　

徳
備　

大
輔

　

徳
備　

大
輔

133133　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

133133　

箕
輪　

祐
汰

　

箕
輪　

祐
汰

四
千
円

8282　

田
辺
三
千
代

　

田
辺
三
千
代

9898　

吉
田　
　

豊

　

吉
田　
　

豊

三
千
円

7070　

中
山　
　

修

　

中
山　
　

修

7171　

伊
藤　
　

喆

　

伊
藤　
　

喆

7575　

小
館
征
四
郎

　

小
館
征
四
郎

7979　

安
部
孝
次
郎

　

安
部
孝
次
郎

7979　

原　
　
　

寛

　

原　
　
　

寛

7979　

町
山　
　

徹

　

町
山　
　

徹

8282　

斎
藤　
　

隆

　

斎
藤　
　

隆

8787　

倉
下　

正
弘

　

倉
下　

正
弘

101101　

田
原　

直
美

　

田
原　

直
美

108108　

小
宮
山　

学

　

小
宮
山　

学

二
千
円

7474　

前
川　

圀
彦

　

前
川　

圀
彦

106106　

小
杉
奈
生
子

　

小
杉
奈
生
子

110110　

高
原　

一
樹

　

高
原　

一
樹

114114　

山
崎
翔
一
朗

　

山
崎
翔
一
朗

千
円

9898　

豊
嶋　

史
之

　

豊
嶋　

史
之

130130　

鳥
山　
　

颯

　

鳥
山　
　

颯

〈
基
本
財
産
寄
付
金
〉

〈
維
持
寄
付
金
〉

9393　

小
圷　

恵
江

　

小
圷　

恵
江

104104　

和
智　

恵
一

　

和
智　

恵
一

115115　

大
久
保
千
鋭

　

大
久
保
千
鋭

一
万
円

推　

柴
田　

正
子

推　

柴
田　

正
子

推　

田
村　
　

弘

推　

田
村　
　

弘

推　

村
上
侑
美
枝

推　

村
上
侑
美
枝

6565　

水
口　
　

巧

　

水
口　
　

巧

6666　

田
村　

哲
男

　

田
村　

哲
男

6767　

加
藤　

隆
久

　

加
藤　

隆
久

6767　

河
崎　

恭
典

　

河
崎　

恭
典

6868　

大
塚　

三
郎

　

大
塚　

三
郎

6868　

越
川　

昌
之

　

越
川　

昌
之

7171　

佐
々
井
輝
眞

　

佐
々
井
輝
眞

7171　

平
岡　

好
直

　

平
岡　

好
直

7373　

星
名　

嶸
駛

　

星
名　

嶸
駛

7474　

荒
木　

真
幸

　

荒
木　

真
幸

7474　

有
賀　

伸
興

　

有
賀　

伸
興

7474　

石
坂　

昌
圀

　

石
坂　

昌
圀

7474　

板
倉　
　

進

　

板
倉　
　

進

7474　

大
洞　

一
成

　

大
洞　

一
成

7474　

小
谷
都
与
子

　

小
谷
都
与
子

7474　

佐
藤　

寿
雄

　

佐
藤　

寿
雄

7474　

益
井　

邦
夫

　

益
井　

邦
夫

7575　

岡
本　

重
男

　

岡
本　

重
男

7575　

仲
野　

明
子

　

仲
野　

明
子

7676　

久
保　

武
臣

　

久
保　

武
臣

7676　

小
池　

邦
暁

　

小
池　

邦
暁

7676　

島
田　

茂
幸

　

島
田　

茂
幸

7676　

新
田　

弘
子

　

新
田　

弘
子

7777　

下
戸　

直
一

　

下
戸　

直
一

7777　

中
原　
　

茂

　

中
原　
　

茂

7777　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

7777　

樋
口　

豊
子

　

樋
口　

豊
子

7878　

渥
美　
　

昭

　

渥
美　
　

昭

7878　

石
川　

佳
一

　

石
川　

佳
一

7878　

稲
垣　

茂
行

　

稲
垣　

茂
行

7878　

新
保　

利
隆

　

新
保　

利
隆

7878　

中
丸　

一
輝

　

中
丸　

一
輝

7878　

宗
岡
由
利
子

　

宗
岡
由
利
子

7878　

村
野　
　

薫

　

村
野　
　

薫

7979　

岡
野　

哲
郎

　

岡
野　

哲
郎

7979　

高
橋　

昇
三

　

高
橋　

昇
三

7979　

八
木　

洋
治

　

八
木　

洋
治

8080　

小
川　

隆
夫

　

小
川　

隆
夫

8080　

喜
多
山
健
二

　

喜
多
山
健
二

8080　

小
林　
　

操

　

小
林　
　

操

8080　

里
見　

裕
輔

　

里
見　

裕
輔

8181　

酒
巻　

忠
重

　

酒
巻　

忠
重

8181　

坂
本
眞
佐
人

　

坂
本
眞
佐
人

8181　

志
野　

博
明

　

志
野　

博
明

8181　

野
沢　

俊
雄

　

野
沢　

俊
雄

8181　

保
坂　
　

悟

　

保
坂　
　

悟

8181　

松
澤　

俊
明

　

松
澤　

俊
明

8282　

上
田　
　

睦

　

上
田　
　

睦

8282　

宇
都
木
丈
夫

　

宇
都
木
丈
夫

8282　

小
林　

博
行

　

小
林　

博
行

8282　

近
藤　
　

篤

　

近
藤　
　

篤

8282　

武
田　

敦
隆

　

武
田　

敦
隆

8282　

田
辺
三
千
代

　

田
辺
三
千
代

8383　

永
岡　

邦
利

　

永
岡　

邦
利

8484　

重
川　

哲
志

　

重
川　

哲
志

8484　

加
藤　

敏
夫

　

加
藤　

敏
夫

8585　

小
島　

照
江

　

小
島　

照
江

8686　

有
賀　

寛
典

　

有
賀　

寛
典

8686　

池
田　
　

豊

　

池
田　
　

豊

8686　

黒
田　

和
俊

　

黒
田　

和
俊

8686　

三
橋　

康
男

　

三
橋　

康
男

8787　

九

　

九
鬼鬼　

家
隆

　

家
隆

8787　

丹
治　

正
博

　

丹
治　

正
博

8787　

中
山　
　

勝

　

中
山　
　

勝

8787　

本
多　

隆
洋

　

本
多　

隆
洋

8989　

岡
崎　

潔
人

　

岡
崎　

潔
人

8989　

加
藤　

行
男

　

加
藤　

行
男

8989　

清
水　

謙
嗣

　

清
水　

謙
嗣

8989　

藤
田　

一
隆

　

藤
田　

一
隆

8989　

八
剱　
　

隆

　

八
剱　
　

隆

9090　

小
林　

雅
光

　

小
林　

雅
光

9191　

金
子　

雄
貴

　

金
子　

雄
貴

9191　

田
中　
　

浩

　

田
中　
　

浩

9292　

林　
　

武
利

　

林　
　

武
利

9292　

山
下　

善
久

　

山
下　

善
久

9393　

牛
久
保　

聡

　

牛
久
保　

聡

9393　

澤
田　

謹
吾

　

澤
田　

謹
吾

9393　

柴
田　

宜
夫

　

柴
田　

宜
夫

9797　

金
山　

真
吾

　

金
山　

真
吾

9797　

内
藤　
　

健

　

内
藤　
　

健

9898　

葛
原　

秀
史

　

葛
原　

秀
史

9999　

佐
藤　
　

悌

　

佐
藤　
　

悌

9999　

増
子　

文
博

　

増
子　

文
博

9999　

宮
沢　

敦
務

　

宮
沢　

敦
務

100100　

鬼
生
田
顕
英

　

鬼
生
田
顕
英

101101　

田
原　

直
美

　

田
原　

直
美

104104　

大
野　

宗
胤

　

大
野　

宗
胤

104104　

川
内　

正
宏

　

川
内　

正
宏

105105　

平
川
智
香
子

　

平
川
智
香
子

106106　

植
木　

貴
房

　

植
木　

貴
房

112112　

勝
又　
　

啓

　

勝
又　
　

啓

113113　

田
窪　

大
朗

　

田
窪　

大
朗

113113　

南
嶋　

将
樹

　

南
嶋　

将
樹

115115　

姉
川　

光
国

　

姉
川　

光
国

115115　

坂
上　

眞
弥

　

坂
上　

眞
弥

115115　

脇
阪　
　

央

　

脇
阪　
　

央

116116　

荷
見　
　

輝

　

荷
見　
　

輝

117117　

脇
阪　

一
代

　

脇
阪　

一
代

119119　

板
井　

寛
幸

　

板
井　

寛
幸

120120　

横
山　

喜
好

　

横
山　

喜
好

121121　

長
谷
川
拓
也

　

長
谷
川
拓
也

128128　

笹
生　

一
登

　

笹
生　

一
登

129129　

勝
田　

啓
史

　

勝
田　

啓
史

129129　

小
松
原
秀
元

　

小
松
原
秀
元

130130　

熊
谷　

亘
希

　

熊
谷　

亘
希

130130　

小
林
裕
美
子

　

小
林
裕
美
子

131131　

安
達　

優
生

　

安
達　

優
生

132132　

鶴
田　

綾
乃

　

鶴
田　

綾
乃

133133　

小
寺　

那
奈

　

小
寺　

那
奈

133133　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

133133　

箕
輪　

祐
汰

　

箕
輪　

祐
汰

五
千
円

8989　

小
泉　

広
幸

　

小
泉　

広
幸

四
千
円

特　

津
田　
　

栄

特　

津
田　
　

栄

千
九
百
二
十
円

8383　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

千
円

8383　　

匿　
　
　

名

匿　
　
　

名

四
万
円

7878　

山
西　

啓
司

　

山
西　

啓
司
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8888　

増
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光
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光
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〈
学
術・ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
〉

※ お申込みいただきました個人情報は、講演会、講習会、研究会、懇親会、コンサート等の開催のための、講師、参加者の特
定、通知、院友会報、図書、物品等の発送、会員の情報管理、院友会・支部総会およびOB会や同期会を含む諸会合等の案内
および連絡、会費の徴収とこれに関する諸連絡、寄付金の依頼とこれに関する諸連絡、在学生支援およびこれに関し必要とさ
れる連絡通知、共同利用者國學院大學の利用目的に関することに使用させていただきます。

★ あ て 先　 〒150-0011東京都渋谷区東4-12-8
國學院大學院友会報プレゼント係

★応募方法　 ハガキ・FAX・E-mailに〒・住所・氏名
・電話番号・卒業期・卒業学科・会員番号
【（　）内の10桁の数字】を記入の上、お
申し込みください。 
※おひとりで複通数の応募はできません。

★締め切り　令和８年４月24日（金）※必着
★当選発表　 当選の発表は、商品の発送を持って代えさ

せていただきます。発送は５月上旬以降に
なります。お楽しみに！

　今回の賞品は國學院大學オリジナルの
スポーツタオルです。箱根駅伝や神宮球
場での応援をはじめ、様々な大会で母校
を応援する時、両手にもって掲げてくだ
さい。最近は各種大会でタオルをもって
応援することが増えております。このタ
オルを持って母校をそして選手を応援し
ましょう。
　今回は10名のみなさまへプレゼント
いたします。たくさんのご応募をお待ち
しております。

プレゼントコーナー

國學院大學オリジナルスポーツ國學院大學オリジナルスポーツ
タオルを10名様へプレゼントタオルを10名様へプレゼント

　國學院大學エクステンションセンターでは、オンデマンド
（録画）配信によりどこでも受講ができる「オンライン公開講
座」を開講しており、現在は「日本の犯罪現象と刑事政策」、
「ジュニアアスリートのためのスポーツ栄養」、「温泉とまちづ
くり」の３講座を配信しています。また、６月より配信予定の
「日本の弔い-東日本編」についてもお申し込みを受け付けて
おります。詳細や申し込み方法については、ＵＲＬまたはＱＲ
コードの公開講座専用ページをご覧ください。

　年間を通して対面で開講しているオープンカレッジでは、院
友の皆様は入会金だけでなく、令和８年度より受講料も割引と
なります。詳細は國學院大學のホームページをご確認ください。
　皆様からのお申込みを心よりお待ちしております。

國學院大學エクステンションセンター
TEL：03-5466-0270
mail：jigyou@kokugakuin.ac.jp

問い合わせ先

https://kokugakuin.nextacademy.jp/
公開講座専用ページＵＲＬ

公開講座のご案内

院友経済会 企画
発足70周年、経済学部開設60周年記念‼

▲院友経済会HP
是非ご覧ください。

　令和８年は当会が発足して70年、母校
経済学部が開設されて60年の記念の年で
す。
　当会では学部と協力し、院友の皆さまに
ご参加いただける企画を開催予定です。

　この他、ビジネス塾企画も開催予定です。
　詳細につきましては随時ＨＰでお知らせいたします。 

令和８年10月24日（土）＠母校　渋谷キャンパス
大同窓会 開催企画①

令和８年12月13日（日）＠母校　渋谷キャンパス
講師： 設楽 元文氏

ヤマハ発動機株式会社 代表取締役社長ＣＥＯ（94期経済）

記念特別講演会企画②

7 令和８年３月22日（日）　No.392 院 友 会 報 新院友歓迎号
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よ
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し
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わ
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剣道部　新入生一覧 
氏 名 出 身 校

【
男
子
】

林田　蒼生 島原（長崎）
林　　優太 島原（長崎）
酒匂　健賑 三重（三重）
金井　晴太 髙山西（岐阜）

【
女
子
】

児島　和歩 島原（長崎）
横江　明依 島原（長崎）
鈴木　叶凛 島原（長崎）
横田　さと 桐蔭学園（神奈川）
石原　彩伽 高山西（岐阜）
木本　美麗 淑徳巣鴨（東京）
柳　　瑠里 淑徳与野（埼玉）
碓氷　侑未 淑徳与野（埼玉）
前新城初音 横浜隼人（神奈川）

創
部
八
十
周
年
に
向
け
て
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し
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）
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子

（
団
体
の
部
）
で
は
、
女
子

卓球部 新入生一覧
氏 名 出 身 校

小関　海斗 埼玉栄（埼玉）
金子　勇大 埼玉栄（埼玉）
北沢　竜梧 松商学園（長野）
佐山　颯大 新潟産業大学附属（新潟）
杉谷虎太朗 松徳学院（島根）
瀬尾幸太郎 鎮西学院（長崎）
立藤　来夢 大阪桐蔭（大阪）
増田　凌志 静岡学園（静岡）
宮本琥太朗 明秀学園日立（茨城）
平岡　凜花 白子（三重）
松川　佳代 武蔵野（東京）

の
背
中
を
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続
け
、
日
々

の
背
中
を
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い
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け
、
日
々

精
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て
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進
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106
文
）記

柔道部 新入生一覧
氏 名 出 身 校 階級㎏

大柿　遼馬 東海大相模（神奈川） 60
嶋貫　　蓮 足立学園（東京） 66
小川　我旺 足立学園（東京） 73
梅津　律樹 沖学園（福岡） 73
山田　琉輝 加藤学園（静岡） 81
井桁　睦月 埼玉栄（埼玉） 81
小幡　永吉 佐賀商業（佐賀） 81
廣川　宗志 東海大相模（神奈川） 81
藤田　郁磨 加藤学園（静岡） 90
佐々木開世 東北（宮城） 100
坂口　　隼 埼玉栄（埼玉） 100

箱根３区を力走する
野中選手（新主将）

幼稚園児のちびっこ柔道体験にも協力

グランドスラム・パリで優勝した武岡選手（左から２人目）
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継
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近
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感
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。
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勝
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。
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狙
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優
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狙
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の
優
勝
を
目
指
し
た
い
と
考

の
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勝
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指
し
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え
ま
す
。
今
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と
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導
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ま
す
。
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後
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撻
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し
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願
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し
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。

申
し
上
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迎
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に
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中
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、
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３
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中
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に
、
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チ
ー
ム
が
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動
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た
し
ま

新
チ
ー
ム
が
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動
い
た
し
ま

し
た
。昨
年
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、惜
し
く
も
達

し
た
。昨
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度
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し
く
も
達

成
す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ

成
す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ

陸上競技部 新入生一覧
氏 名 出 身 校

五十嵐新太 水城（茨城）
伊藤　広翔 花巻東（岩手）
及川　颯太 東北（宮城）
大山　滉介 八千代松陰（千葉）
工藤　優唯 青森山田（青森）
園木　　縁 熊本工業（熊本）
長尾　優汰 美濃加茂（岐阜）
畑中　　蓮 相洋（神奈川）
福井　　楽 桂（京都）
丸山　　展 中越（新潟）
森松　彩夢 一関学院（岩手）
山本　悠悟 青森山田（青森）
山脇　一徹 西武台千葉（千葉）
吉村莉一郎 市立船橋（千葉）

会期：令和８年３月７日（土）～５月10日（日）　開館時間：10：00～18：00（最終入館は30分前）
会場：國學院大學博物館　企画展示室　会期中休館日：毎週月曜日（祝日を除く）、４月28日（火）、30日（木）～５月１日（金）
お問い合わせ：03-5466-0359 その他 図録やミュージアムグッズは配送販売もしています！

　國學院大學博物館の展示をネット上で観覧できます。ご自宅に居ながら、
常設展はもちろん、企画展も展示内容を解説付きでお楽しみいただけます。
各企画展でミュージアムトークも配信中です！
 ◎ 博物館ホームページ又は右記のＱＲコードから ⇒博物館の展示をお家からも！

オンラインミュージアムの
ご 案 内

國學院大學博物館だより 毎号博物館の企画展を紹介していきます。毎号博物館の企画展を紹介していきます。

企画展 和の硯　―SUZURI― たし、同時に芸術性を生みだしました。また、
身近にあるがゆえに、硯自体にも愛玩性が芽生
え、装飾的なものを作り出すことになります。
　本展では、硯の中でも日本の硯、「和硯」に
注目し、その魅力に迫ります。國學院大學で教
鞭をとられた故佐野光一教授が蒐集した純国産
1,500面の中から厳選した200余面、江戸時代
から現代の硯が並びます。ぜひ「和の硯」の世
界へ足をお運びください。

　中国で生まれ日本に伝わった硯は、すでに
1,300年以上の長い歴史をもっています。その
間、材質や形、装飾などが色々と変化して「和
の硯」は丸みと温かさを加え、優美で雅趣をも
った姿になりました。
　硯は墨を磨り、その善し悪しを決める道具で
す。できた墨は古代より記録・伝達の役割を果

ソフトテニス部　新入生一覧
氏　名 出 身 校

常味　真人 岡山理大附属（岡山）
木崎　天満 岡崎城西（愛知）
松田　太陽 和歌山北（和歌山）
中嶋　颯汰 東北（宮城）
笹川　慈瑛 尽誠学園（香川）
山田　蒼子 羽黒（山形）
高木　夕愛 岐阜商業（岐阜）
義達　心陽 とわの森三愛（北海道）
吉良　璃音 文化学園大学杉並（東京）
浅野　愛悠 尽誠学園（香川）
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硬式野球部 新入生一覧
氏 名 出 身 校 ポジション
勝間田莉音 龍谷（佐賀） 投 手 右・右
石田　暖瀬 関東第一（東京）投 手 右・右
酒谷　佳紀 京都国際（京都）投 手 右・右
若林　獅童 興国（大阪） 投 手 左・左
久田　泰心 東邦（愛知） 投 手 右・右
川原　輝陽 東北（宮城） 投 手 右・右
落合　隼飛 浦和学院（埼玉）捕 手 右・左
佐藤　駿斗 掛川西（静岡） 捕 手 右・左
大橋　篤志 土浦日大（茨城）捕 手 右・右
大場　隼汰 東北（宮城） 捕 手 右・右
関川　慶太 新潟明訓（新潟）捕 手 右・右
森　　柊真 菰野（三重） 一塁手 右・右
菊池　伊眞 青森山田（青森）三塁手 右・左
大原　慶祥 徳島商業（徳島）三塁手 右・右
眞喜志拓斗 沖縄尚学（沖縄）遊撃手 右・右
横内　諒平 観音寺第一（香川）遊撃手 右・右
元山　航太 佼成学園（東京）遊撃手 右・右
奥　　雄大 智辯和歌山（和歌山）外野手 右・左
下坊　大陸 天理（奈良） 外野手 右・右
畠中　健太 大阪桐蔭（大阪）外野手 左・左
瀬戸　希隆 天理（奈良） 外野手 右・右
山下　誠健 國學院久我山（東京）外野手 左・左
印口　幸作 國學院栃木（栃木） マネージャー
渡邊　駿大 加藤学園（静岡） マネージャー
國近　泰獅 岡山学芸館（岡山） 学生コーチ
蛯名　健介 世田谷学園（東京） 学生コーチ
近藤　仁成 明誠学院（岡山） 学生コーチ

主
将
と
し
て
チ
ー
ム
を
引
っ
張
る
赤
堀
君

令和８年11月８日（日）開催日 母校渋谷キャンパス会場

FacebookFacebook InstagramInstagram

ぜひフォローを
お願いいたします

詳細はスマートフォン・ＰＣから
アクセスしてください

　毎回、好評の「院友会全国支部物産
展」をはじめ、様々な企画を実施準備委
員会で検討しております。
　ぜひ、ご参加ください。
※詳細は次号393号でご案内いたします

國學院大學校友課　TEL：03-5466-0131
MAIL：soumu-kouyu@kokugakuin.ac.jpお問合せ先

※企画等の変更が生じる場合があります。ご了承ください。※企画等の変更が生じる場合があります。ご了承ください。

令和
８年度

國學院大學國學院大學
ホームカミングデーホームカミングデーののご案内ご案内

　本年度のホームカミングデーが、昨年
11月30日（日）に渋谷キャンパスで開催
された。今回は、若木育成会主催のキャン
パス見学会も同時に行われ、院友、保証
人、そのご家族の方々が来校し、大賑わい
となった。本会はこのイベントに恒例の
「院友会全国支部物産展」で協力、12支
部、滝川市、國學院大學生活協同組合が出
展、各地自慢の逸品が並び、終日、活気あ
ふれる光景が見られた。

令和７年度 ホームカミングデー＆キャンパス見学会  開催報告
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者
の
平
林
清
澄
選

手
（
手
（
133133
経
営
／
ロ
ジ
ス
テ
ィ

経
営
／
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ー
ド
所
属
）
が
２
時
間
６
分

ー
ド
所
属
）
が
２
時
間
６
分

1414
秒
の
自
己
ベ
ス
ト
で
日
本

秒
の
自
己
ベ
ス
ト
で
日
本

選
手
ト
ッ
プ
の
五
位
に
入
っ

選
手
ト
ッ
プ
の
五
位
に
入
っ

た
。
平
林
選
手
は
日
本
陸
上

た
。
平
林
選
手
は
日
本
陸
上

平
林
清
澄
選
手
　

自
己
ベ
ス
ト
、総
合
五
位
入
賞
、

日
本
人
一
位
！

 

〜
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
〜

羽柴秀吉直書
（八代国治旧蔵史料）

黒鴨硯
［佐野光一コレクション］
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